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ぜひ、あなたのご意見を!

日本建築協会のありかたについて

平成 18年度の日本建築協会事業計画において、活動方針のひとつとして

「日本建築協会のあるべき姿を具体的に検討すること」を掲げています。

ＮＶＮｾ九盆二
社団法人 日本建築協宮 古 ロ

大正6年に創設され、本年度末で9 0周年を迎える当協会は、これまで建築界、とりわけ関

西において、おおきな足跡を残してきました。建築士法の改正など、建築をめぐって大き

な動きが起こ っている現在、 「建築を通じて社会に貢献する」という創設の理念は今、 一層

の重みを増してきでいるように思われます。

では、日本建築協会はどうあるべきなのか。常任理事会を中心に理念を検証しながら広汎

な議論をおこない、次のよう に整理をおこ芯いました。

*  1 日本建築協会の存在意義とは?

- 日本建築協会は職能団体ではなく、建築にかかわる幅広い層によって構成される 0

・会員聞のサロン的役割を果たし、情報交換の場である。

- 会員・法人の自己研鑓の場である。

* 2 解決すべき問題とは?

- 会員の減少傾向、高年齢化に対処する

. 会員にとってのプライオリティは何かを見出す

・もっと読まれる「建築と社会j へ

- 告委員会委員の自発的な活動には限界がある

* 3 改革の方向とは?

- 当面、事業内容を充実する( アイディ アコ ンペの主催、講演シリ ズ、企業新人研

修用企画など)

- 新しいサロン的なありかたの検討 (IT活用)

. 各事業収支の改善

- 魅力ある会誌への衣更え

さうにこれらの議論を具体化するために、会員の皆様のご意見をおうかがいします。

郵便 . F AX .  Eメールで、 11 月3 0日 ( 木) までに本会事務局へお寄せください。

送付先 ( 社) 日本建築協会

干5 4 0-6591 大阪市中央区大手前 1- 7- 31 大阪マーチャンダイズ・マートビルア階

TEL. 06- 6946- 6981 F AX.06- 6946- 6984 

e- mail :  iken@aaj .or.jp 

建築と社会 ・200 6.11 1  
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アイデアコンペ

「都市の魅力をつくる

一中之島の将来を

考える-J

第52回工高生

デザインコンクール

入選者発表

一設計課題やすらぎの宿 一

2006年建築関係団体

合同忘年懇親会

2007年

建築関係 14団体

合同新年交礼会

日本建築協会

ゐ邑

耳 目

大阪の中心に機たわる中之島。歴史的

建造物・美術館 ・オフィス ・ホテルを

含むこの島は、都市のにぎわいが濃縮

されたゾーンとして、世界に誇るべき

ものである。都市観光の重点地区とし

ても今後ますます期待される。中之島

新線の完成により公共交通の整備は飛

躍的に高まるが、 中之島の魅力を高め

るために、水辺の整備や歩行者ネ ット

ワークの整備など、従来の発想にな し、

提案が求められる。

いきいきとした中之島がどうあるべき

か。あなたのイメージで自由にっくり

あげてほしし、。

・対象エリア

中之島の将来イメージを構想しつつ、

次のいずれかを自由に提案すること。

①中之島の魅力的都市景観形成に関す

る提案

②中之島の歩行者空間、交差点などの

日本建築協会主催による平成 18年の

標記コンク ールの入選者が、 右記のと

おり決定いたしましたので発表しま す。

なお、入選作品は平成19年 1 月号に

掲載いたします。

・応募校数 / 37校

・応募作品数ハ 31点

順 不 同 敏 称 略

関西建築界恒例行事として、 日本建築

協会、大阪府建築士会、大阪建築士事

務所協会、 日本建築家協会近畿支部関

係者が集い、忘年懇親会を開催し親交

を深めてまい りました。

本年は大阪府建築士会が当番会として

下記のとおり 開催することになりまし

たので、会員各位の多数のご参加を頂

きま すよ うご案内申し上げます。

日 時 平 成18年12月14日(木)

午後 Ｖ 時 ｾＷ 時 Ｓ Ｐ 分

日 時 平 成19年 1月4 日(木)

午後 Ｒ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時 ＳＰ 分

会 場 都 ホ テ ル 大 阪 ・浪速の問

大阪市天王寺区上本町6- 1- 55

参加者 600名予定

公共的空間の魅力づくりに関する提案 . 質疑

③中之島の既存建築物の活用、活性化 自由な7 イデアコ ンペにつき質疑なし。

に関する提案 . 審査 ・発表

. 参加資格 2007年 2 月初旬

制限なし。 ・表彰予定

. 提出様式 最優秀作 1点、優秀作数点、

A1 ・1枚 ・表彰

* ただし提案趣旨ををわかりやすく記 2007年2 月24日(土)

入すること 。 * 優秀作の展示 を同時開催。

* 最終仕上がりがA1 サイ ズであれば ・賞金

A2またはA3サイスのはり合わせも可 最優秀 30万円 、優秀 賞 各10万円

・募集期間 ・主催

Ｓｭ年 ＱＱ 月 Ｖ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ Ｇ￰ｊｊ Ｗ 年 Ｑ 月ＳＩ日 比 〕 社団法人日本建築協会

・締切 大阪ロタリクラブ「イン安一シテ

2007年1月20日(土)消印有効 ィミーテインク」実行委員会

. 作品送付先 ・事務局

社団法人日本建築協会アイデアコン 社団法人日本建築協会アイデアコン

ペ実行委員会 ぺ実行委員会 (人見 ・鶴田)

干540-6591 大阪市中央区大手前1不 TEL06-6946-6981 http// :w w w. aaj.or .jp 

31  O MMビル7階 E-mail: ken- sha_ t @aaj .or.jp 

入選・最優秀賞 j屋 美 尚 志 静岡県立浜松工業品等学校 3年

入 選 ・優 秀 賞 松 田 健 也 埼玉県立熊谷工業品等学校 3年

入 選 ・優 秀 賞 高木 陸 福岡県立福岡工業品等学校 3年

入 i翠 福 冗 雄 太 東京都立小石川工業品等学校 3年

入 選

安藤 匠

静岡県立沼津工業高等学校 2年

山口宗一郎

石井 晴奈

入 選 佐 藤 弘 樹 静岡県立沼津工業高等学校 2年

堤 直 哉

入 選 品 野 湖 太 山梨県立甲府工業品等学校 3年

入 i墾 砂原友皇枝 大阪市立工云高等学校 3年

入 選 木 下 冬 樹 土界市立工業高等学校 3年

上 原 和 大

入 i翠

大 迫 義 文

宮崎県立小林工業高等学校 3年

西 鶴 竜 也

東 亮太

会 場 太 閤 園 迎 賓 館 * 郵便振替の場合は 、下記口

ダイヤモ ン ドホール 座にご送金をお願いします。

大阪市都島区網島町9- 10 口座名 (社) 日本建築協会

T EL. 06 (6356)  1111 口座番号00910-9-39975

参加者 350名予定 お願い ①出席者名簿の作成のため 、

会 費 6，000円 申 し込みの際に氏名 (ふりが

申込み 11 月24日(金) までに、会貨を な) ・勤務先をお知らせ下さい。

添えて日本建築協会事務局ま ②申込者で11 月28日(火) まで

でお申し込み下さ い。 に欠席のご連絡がない場合は

T EL. 06- 6946・6981 会費のご負担をお願いします。

F AX.06・6946・6984

会 費 4，000円 (当 日欠席されても 間合先 日本建築協会総務課

会裂をいただきま す) T EL. 06-6946- 6981 

申 込 12 月 4 日( 月) までに会費を 共 催 (社) 日本建築協会

添えて最寄り団体 にお 申し (社)大阪府建築士会 /(社) 日本

込み下さい。 建築学会近畿支部ほか11団体



今月の表紙

企 画 中 村 文 紀

企画・写真・デザイン 伊藤 彰

建 築 と 宇 士 会
1917年 創 刊 第87集 通 巻 1016
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執務ソーンのカーテン

ウオールが徐々にセ ッ

トパ ックし、ヘリポー

トが高 々と差し上げら

れている 。一軸対称の

平面形をもっランドマ

ークは、空を背景にし

た視点で意外な シルエ

ツトを見せる 。

( 中村 文 紀)

建物名

ニッセイ同和損保

フェニックスタワー

2006 11 

特集・

[座談会]

. 特 集 予 告

12月号/ 私の空間作法

1 月号/ 京都支部特集

2 月号/ 学校新時代

3 月号/ 東海支部特集

4 月号/ 9 0周年配念号

[各論]

一

尚

治

也

一

郷

全

治

秋

修

人

夫

ぷ

行

朋

山

明

郎

修

階

也

良

剛

一

人

友

会

捻

利

敏

志

之

昭

郎

会

院

さ

失

純

江

明

子

子

一

之

司

広

紀

彦

彦

紀

会

明

年

次

幸

一

術

口

刊

日

光

好

智

洋

科

正

勝

宏

版

川

よ

虫

此

三

骨

点

戊

感

篤

正

科

英

正

一
応

M

川

芳

述

一

一

刻

ぎ

京

雅

利

奈

千

純

勝

作

充

文

附

敬

俊

掛

俊

成

賢

仲

他

幸

ヰ

分

幸

問

分

叫

貯

な

比

奈

掛

乙

塚

波

的

安

引

野

備

制

印

片

H

刀

汁

藤

野

川

谷

川

上

何

日

間

郎

悶

野

九

問

問

令

月

間

堂

迫

伴

山

口

脇

本

塚

内

上

垣

上

上

湖

町

川

野

町

村

谷

m

m
制

本

片

竹

谷

畑

問

川

時

E

中

断

帥

肥

防

的

安

股

赤

石

侃

河

近

谷

耳

偏

榊

村

U

施

石

平

w

T

磯

山

古

法

赤

片

じ

中

川
明

文

山

作

品

石

居

斤

稲

池

川

府

調印

一
戸

田

明

盟

中

芳

m
山

隙

荒

今

大

虎

占

前

森

山

仙

制

4

口

4

口

A

口

4

・
0

・

E
委

向

。

岬

唱
・

4

J

1

1

1

1

1

1

1

1

'

I

1

1

1

t

』

I

I

1

1

』

l

l

i

l

l

i

t

-

-

l

i

l

l

l

1

1

1

1

i

1

1

1

1

1

1

m

w

柑

型

地

時

行

之

徹

一

千

刷

一

三

祐

日

開

会

匡

彦

人

也

之

甲

F

郎

郎

民

主

主

之

山

幸

司

也

子

土

子

宮

主

主

宮

力

司

先

制

介

郎

子

仁

会

制

U
E
剛

夫

潤

O

松

長

時

t

H

J

J

以

白

紙

良

川

山

一

閣

州

系

克

広

告

臥

HA
相

次

康

民

一州

新

山本

敏

朋

忠

霊

脂

肪帆

回
世

千

陶

器

細

川

泰

治

E

t

H
4

側

光

隆

敏

仰

討

会

上

片

草

限

m
一
ド

雌

藤

楽

小

成

付

島

両

両

岡

本

中

川

仙

骨

什

問

主

片

村

築

部

本

則

村

野

μ
多

林

m
制

点

円

部

戯

谷

抑

野

中

片

リ

山

造

m
本

下

野

問

委

制

副

月

中

編

上

岡

本

佐

佐

投

f

立

山

特

別

訓

飯

鈴

川

尚

辻

紅

松

三

森

守

占

盛

安

荒

訂

奥

也

神

本

揃

小

所

野

悦

巨

イ

附

加

神

間

淀

川

問

戸

ぺ

本

構

秋

仰

木

制

的

。

樹

園

田

。

.

口

実

ム

*

4

-R

も し も ・ ・ ・ ~ 構 造 が 未 来 へ つ な ぐ 夢 ~

建築の未来像- 100年後の世界をのそやいてみれば一

・中村安奈+ 神野太陽/ 橘英三郎

もしも環境に優しい建物を建てるなら

自然と心を結ぶ建築・酒井利行

もしも建物の寿命が来たら

一建物の寿命を見極める・佐藤孝典

もしも構造設計者がいなかったら

一前近代の日本建築界で、は・日向進

もしも地震がなかったら

日本の技術力はどう展開するか・彦根茂

もしも基規準がなかったら

一基規準 ・指針の位置付けと役割・多賀謙蔵

もしも予算の縛りがなかったら

一尽きなp 夢と予算の縛りのはざ、まで・篠田{圭広
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d22bてh と口と

日本建築協会のありかたについてー ぜひ、あなたのご意見 を ! ア イ

デア コンペ「都市の魅力 をつくる一 中之島の将来を考える J . 第52回

工高生デザインコンク ール入選者発表. 2006年建築関係団体合同忘年

懇親会. 2007年建築関係14団体合同新年交礼会

作品作風 クロスタワー大阪ベイ
4  

研究の風景 砂本文彦研究室 (広島国際大学社会環境科学部建築創造学科) 6  

gall ery  光 (松本浩作) . 朝野淳司 8  

法令コ ナ 京 都 府 地 瞭 温暖 化 対 策 条 例 と 屋 上 総 化・赤井英稔 29 

構造の頁 奈 良 女子 大 学 に お け る 技 術者 教 育 プ ロ グ ラ ム ・向井洋一 30  

information  
「文化遺産としての村野藤吾作品」展.村井修写真展「都市の記憶J . ART 

31 

B OX  NAGOYA  2006.  1時間に生きる一 日本のパフ1) ックアート」展 .1ルシ

アン・工ルヴェ× ル・コルビ‘ ュジ工J 展. 1応挙と芦雪」展.ポンペイの輝き 古

代 ロー マ都 市 最後の 日Ｎ 始皇帝と彩 色 兵馬偏ｾ 司 馬遷 『 史記 』 の 世 界ｾ

「大阪人が築いた美の殿堂一館蔵 ・寄託の名品から J  . 戦後関西の風景

画展 . 1敦煙経と中国仏教美術J 展.パウハウスをめぐってセミナ .京都伝統

文化の見学会 .F .L. ライト来日100周年記念コンペ審査結果大阪府公共建

築設計コンクール公募. SSDプロジ、エク卜展示会.なにわ建築フ工スタ2006. ス

タンプラリー in OS AKA. I大大阪の文化とモダン建築のツポ」

月間の動き 平成18年 9 月分 34 

印 刷 2 0  0  6 年 10 月 25 日

発 行 2 0  0  6 年 11 月 1 n  

宛 行 人 世 間 法 人 円 本 建 築 協 会

先 行 所 制 l刑法人日 ノドill 策 協 会

大阪市 '1' 央区大予前ト7-31

情 話 。ι 694ι 6981

擬併口座 00910-9-39975 

印刷所 市 灘 lo!l 踊'1 昧 式 会 社

(抹) NP Cコーポレーション

定 価 12∞門[ 税込〕

連築と社会 同2006. 11 3  
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E週風

設 計 ・ 監 理圃

意 匠 : 昭 和 設 計

構 造 : 鹿 島 建 設

イ ン テ リア 監 修 : ア ニ エ ス ベ 一

方包コニ.

鹿 島 建 設

クロスタワー大阪ベイ

クロスタワー大阪ベイは、超高層分譲住 宅 と 賃 貸 生 活利 便 施設の 2

つの辿物からなり、敷地周囲及び住宅廻りに貨かな緑と水j必を配し

て、駅前としての機能集約 ー土地高度利用 を図るとともに魅) J ある

アメニティ笠かな音1I市環境を創 出 し、快適 安 全 3立勺心な新たな 都

心居住の姿を提案したプロジェクトである 。

建物高さ 2∞m の住宅事長は 6 Ｍ ＵＴ Ｑ 絡に ｉ ｊｪｾ 王室を ｌ 、かし、多機 化 するニー

ズに対応する 59 タイ プ、約17 0プランを周忌した4 5 6戸 の分譲住宅と

下層階の住宅専用の共用施設から柿 成 されている 。

，N存逃 はi耐震 ー師、tJ.ffi¥性能に優れ、柱やさ従型が少なく、住空間の自 由度

も高いスーパ - R Cフレーム椛法を採問している 。 また、スケル ト

ンイ ンフィ ルの考え方を取入れ、 梁を利 用 した段差スラブと 二重床、

二重 天井の採用や 、 共用 廊 F1J111にPS' MBを旧世す ることにより !日1

取り変更や設備J ' i 新にフレキシピリティの高い計画としている 。

本吉 11凶の特徴として、 3 階 デッキと 1 19，!iに二つのエントランスがあ

ることから、乙の 1 - 3 階を利用し、 31習の吹き抜けを問と充実し

た共用施設室群を配置し、施設の一体 感とダイナミックな空|悶を演

出 している。 さらに、機械式;!J l 1ド設備をし 51精に配;Uすることで、

住 戸|格を 6 階 か ら ( 地 上 約30 m) とし、高述道路 のJ自然よりも高い

レベルに設けることにより、住環境の向 上 を図 っている 。

エン トランスホール、スカイラウンジ、ゲス トルーム等の共用部内

装デザインはフランスのデザイナ一、アニエスベーとのコラボレー

トによりモロッ コをイメージした質の高い空間をかl り出 している 。

( 佐々木栄 ・荻野恵↑ 舌 ・中山 至 ・佐 木々互II絵 / ntl 'f ll 設計)

所 在 地 大阪市港区弁天 1-3-1、3-2

敷地面積 一一一5，568.41rri 

建築面積 一一一住宅棟 1，697. 95所、商業棟 2，112.26rri

延床面積 一一一住宅棟66，648. 87rri 、商業棟14，254. 36rri

4荷造規模 一一一住宅棟 R C 造、5 4 F、商業棟 S 造一部R C 造、 10F

工 期 2003年 10 月- 2 0 0 6年 8 月

最 寄 駅 一一一 地下鉄 ・J R弁天町駅

;量 影 清水向山/ エス工ス大阪

一 一一 一一一一r - l ， t， d  Lr . E孟』

二 匡歪国 = 一 二 匝重国二 二 一 一 ー

一一一一一ー一配 置 図 ・1 陪 平 面 図



研園 の

広島国際大学社会環境科学部建築創造学科目

( f 1 I D E 年度より工学部建築学科に改組予定111

砂 本 文 彦 研 究 室l

( 都市・建築史)

砂本文彦研究室では、都市や建築がどのよ

うにして成立、形成してきたかを調べ上げ¥

過去から現在につなげて明らかにし、この先、

どうするべきかを考え、提案していきます。

2006年度の研究室構成員は、砂本と学生四名

です。

研究室学生は、卒業研究と卒業設計ーから選択することができ

ます。研究室活動では構想力の、酒誌に力点を置くため、研究

も設計も着眼点、構想、力がどれほどの力強さを持つかを中心に

検討を加えています。

戦前期社宅の実測調査

愛媛県新居浜市に残る

戦 前 期 の 社 宅 建 築 の 実

測調査。

建築史学的に関心がも

たれるだけではなく、当時

の俸給層の住生活を良く

伝える近代化産業泊梢の

一つでもある。

「鷲尾勘解治と新居浜・住友山田団地についてJ

( 建築学会論文集1999)

町屋の実測調査

広島県宮島町での町屋の実測調

'.0  



近代都市・建築史に関する研究

近 代 に お け る 都 市 - 建築の姿を明らかにする ために、 リゾー ト地開発と郊外住宅 地開発の時院を進めています。

リゾートも、郊外住宅地も近代においてその空間形式を確立したものであり、極めて近代の空間特性を示すk引列

と言 えます。砂末研究室では、日本国内と旧植即也で、あった朝骨平半島で、のこうした事例の収集と政策、開発主休、

開発事例の調査を進めています。例 を ご 紹 介 い た し ま す。

近代日本の国際リゾー卜地開発

192伺三代、日本と敵州を結ぶ鉄路が動き始めた。鉄道省

官僚はここから 日本を 「国際リゾー卜地 ・ニッポンj とし

てつくっていくことを着想、 19初年代から国際観光政策を

展開し、間: 米に肩を並べるホテルの建築やリゾー卜施設の

劉簡を全国で'14箇所に期包した。

完成したホテルは「国|際観光ホテル」と呼ばれ、

松島、日光、赤倉、上高J也、 }II 奈( 下の写莫) 、

蒲郡、琵琶湖、唐津、阿蘇、 雲仙などの

リゾート地開発が進むこ

ととなった。

登山地やスキー場、ゴルフ

場の整備にとどまらず、登山

ホテルやスキーホテルといっ

た新しいホテルのかたちが導

入されたことが特筆される。

f 1930年代の国際観光政策に

より建設された「国際観光ホテルJ

について J ( 建築学会論文集、

Ｑ ＹＹＸＩ 、「市 ｩｾ ｍ ｉ ホテルと国 ｼ 際リゾ

ート地開発J (問、 1999) 等

近代朝鮮半島の郊外住宅地開発

意外かも知れないが、植民地時代の京城( 現・ソウル) には、民間

による郊外住宅地開発が相当な規模で、あった。砂本研究室では当

時の新聞などの悉皆調査を通じ、合計70箇所の郊外住宅地開発

地が販売されていたことを確認している。

木 下 柴 の 開 発 に よ る 明 水 台 住 宅 地 の 現 存 住 宅

調査の結果、 1930年代前半までは、内地の大阪や東京と同じく、

都心の生活よりも郊外の健康的な生活を志向して、郊外化していく

傾向があった。だが、 1930年代後半からは狂乱的な土地価格高騰

や借家家賃高騰により、逃げ出すように郊外に人々は出て行くとと

もに、投機先対象としての土地を郊外に求める傾向が郊外化を押し

すすめていたことがわかった。

花両岩石積 と赤煉瓦塀のつづく町並み



建築と人との聞で 、空間を構成する大きな要素としての「光J

「光」は物に当たらな ければその存在は見えず、単独で存在を現すことが出来ない。

建築を構築しようとする意志ある人との コラポレーションにより 、初めて光はその存在を建築の

素材のひとつとして明らかにし始める 。

太陽の光。 電気エネルギーとしての人工光。そして火 ・・・ 。 様々な光としての素材を

経験と予測の中で 、その光の当たるべき素材も含めて構成し提案する 。

まるで映画のシナリオを作るがごとく ・・・。結果、光と影が創り出した空気感や気配が人の

心に働きかけー感動的印象空間の創出へとつながっていく ー

8  姐摂と社会 ・2006.11

光

ライティングデザイナー

松本浩作

1961  香川県生まれ

1鎚 3 九州産業大学芸術学部

デザイン学科10専科卒業

大光電機株式会社T A C T

株式会社木谷デザイ ン事務所を経て

多くの照明計画プロ ジェ クトや商品

開発を担当

1鈎 8 有限会社スタイルマテ ック設立

照明を基軸にあらゆるデザイン活動

に参画

1997 社団法人日本インテリアデザイナー

協会J I O賞

インテリアスペース部門

http://www. st yl e- mat ec. co.jp 

企画編集絹野淳司 (作品作風小委員会)



特集

もしも・・・~構造が未来へつなぐ夢~

「もしも 」と口にする時、人は一体何を語るのでしょうか。恐らく多くの人は、過

去に対しては実現しなかった夢を悔やむ時にこの台詞をもらし、そして、未来に向か

つて明るい希望を描くのではないでしょうか。

この「もしも ...J という言葉を切り口として、建築の未来を語り、あるいは架空の

世界を語ることで、現在の世界をより見極める手助けになるのではなｾ｜かと思いまし

た。そして、現状を見極めた後、きっと未来へつづく道を見つけることが出来るもの

だと思います。

最近、建築の社会においては、構造に関係する様々な話題がク口 ズア ップされて

いますが、構造計算書偽装問題をはじめとして、必ずしも明るい話題ばかりではあり

ません。時空を超え建築の未来を語ることで、今の構造分野に少しでも明るい光が差

すのではないかと期待しています。また、今の設計においては、様々な形で決まり事

という縛りがあるのも現実です。 この日常存在する様々な縛りを一度解き放ってみる

ことで、新たな構造設計の可能性を見出すことも可能だと思っています。

本特集では、「もしも・ ーj という枕詞をもちいて、オムニバス風に様々な視野から構

造の世界を切り裂いてみました。そして、未来を思い描くことや、架空の与条件を想

定することにより、現在の構造についての問題点を解き明かし、未来につなげていこ

うと試みました。 構造分科会・中塚光一

[座談会]

建築の未来像 - 100年後の世界をのぞいてみれば一/ 中村安奈神野太陽・橘英三郎

[各論]

もしも環境にやさし l ¥建物を建てるなら一一 自然と心を結ぶ建築/ 酒井利行

もしも建物の寿命が来たら一一建物の寿命を見極める/ 佐藤孝典

もしも構造設計者がいなかったら一一前近代の日本建築界では/ 日向 進

もしも地震がなかったら一一日本の技術力はどう展開するか/ 彦根 茂

もしも基規準がなかったら一一基規準・指針の位置づけと役割/ 多賀謙蔵

もしも予算の縛りがなかったら一一尽きない夢と予算の縛 1) のはざまで/ 藤田佳広

本特集企画担当

田淵勝道/ 秋 田 智/ 岸本光平/ 瀧野敦夫/ 鶴 田 淵/ 中塚光一/ 難波 尚/ 11巴嶋好浩/ 房安智也/ 向井洋一/安野 郷



座談会

建築の未来像- 100年後の世界をのぞいてみれば-

意匠から一中 村安 奈 - 神 野 太 陽 / 椛造からー橘 英三 郎

中塚 ( 司会) この特集の冒頭に、も しも 100年後を見たときに、

どう Lサ建築像が語れるかを意匠設計者と構造設計者の間で語り合

いたいと、座談会の場を持ちました。今を見据えてもしくは過去を

振り返って、お話に入りたいと思います。

やがて、つながりの技術が建築界を動かす

中村 私たちは京都の伏見で、設計事務所をやっています。何百年

前からの酒蔵があり、お施主さんや仕事でかかわる人も 3代前、 5

代前とか、平安時代までさかのぼれるような人がいたりして、時間

の感覚が長い。滋賀で仕事をすることも多いのですが、滋賀 も額田

王の歌にあるように紀元600年ぐらいから歴史がある古いまちで、

住んでいる人たちも土地に誇りを持っていらっしゃる 。だから 100

年というと、近い未来という感じがします。

100年後は、言ってみれば近未来映画のようなそういう都市には

ならないような気がしています。

神野 僕たちは、物づ くりという自分たちの本質からはなるべく

離れずに、時代のテーマに堂々と対していきたい。環境に対する免

罪符的な調整の技術ではなくて、つながりの技術論と呼べるような、

広がりのある方向を模索していくのがいいんではな L 、かと思うよう

になっています。

建築界全体の分散化が非常に激しいので、その多様さや矛盾をい

かにもう 一度つなげていくかという発想を意匠家の方からでもでき

るといいなと思います。すべての知識を有するような人物とか集団

というのはあり得ない。技術というのは基本的に部分的であるとい

う認識に立てば、他の部分間士をつなげて p く発想をします。この

つながりの技術論は、非常にダイナミックな活動ですから、 100年

後や中長期の未来に建築界を動かしていく力になるんじゃないかと

思うのです。

テレビの子供向けの科学番組がありまして、森の研究をしている

方が、人工林は手を加えるべきか、それともほうっておくべきかと

L 寸議論があるが、それを議論するときに、森の元来の姿、全体的

な姿を怨像できるように子供たちに話しかけているんです。そして

テーマを絞って、森と空気、森と人の暮らし、森と水というものを、

それぞれ科学的に検証しているんです。そうすると、おのおの遣う

分野の関係性の中で出てきた真実があって、アマゾンの森よりもわ

れわれの身近にある手を入れた森の方が酸素生成力が高いというデ

ータが出たり、その発する空気を分析したり、ほうっておいて日の

入らない、下草のない森というのは、木がたくさんあっても水が流

れてしまい、意外にダム力がないという結果が出たりする。

建築にそういう関係性のテーマというのを当てはめると、建築と

10 建築と社会 ・2∞6.11

例えばC Ozとか、建築と建築の持っているいやし力や落ち着きを与

える力、それから都市というものが持っている人間ダム力みたいな

ものを考えていけるとか、そういう関係性の中で技術を模索してい

くと、広がりが出てくるのではないかと思います。

開発して物を建てると自然破壊だよというジレンマを、建築は抱

えているように見えるんですが、そうではなくて、非常に大きな枠

組みをつくれば外へ広がっていける。例えば、都市には人が集まっ

て、そこにしかない魅力のある都市の宇宙みたいなものをきちっと

イメージして p く。田舎は田舎として、 山や川|は自然のまま残す。

この大きな枠組みを用いて自由に技術の行き来ができるようにす

る。大きな世界と小さな世界をつなぎ合わせながら、現実に絶えず

向き合う建築界の持っている すぐれた技術を外へ広げて p く。それ

によって建築界は単に開発するだけだというような十字架を背負う

乙となく発言が出来る 。

橘 100年後というのは、中村さんが言われたようにそれほど遠

い話ではなく近未来だと私も思います。また、神野さんの言われた

「関係性の中で技術を模索していく j ためには時間をかけてやって

p く必要があるように思います。

ヨーロッパの人の考えはロングスパンで、 200年、 600年かけて

ノー トルダムとかケルンの寺院を建てる。また古いまちでは、家の

内装だけを替えて、住みやすいまちにっくり替えて L ぺ 。広場から

磨粍した石畳の路地を抜けると、また別の広場があるというように、

まち自体が楽しいものになっている。時の流れによる淘汰のテンポ

と人間の意思のテンポが割に合っているような気がするんです。

それに較べ、どうも日本の場合は、まちづくりに対して気が短い

んじゃないか。これは、日本人の遺伝子に入っているのかもしれな

い。永久に持たせるんじゃなくて、台風が来たら建て直すとか、伊

勢神宮のように20年に一度っくり直すとか、日本人独特のものかも

しれませんけれども、少し気が短いような気がするんです。

建物もヘルスモニタリングで長生きを!

橘 NS F  (Nat ional  Sci ence Foundati on) はアメリカの科学技

術振興財団みたいなものですが、そとが割に力を入れてや っている

テーマに、ヘルスモニタリングがあります。建物を建てるときに、

ストレインゲージとか加速度計とかを埋め込んで、おく 。ちょっとし

た地震で、計算とは違うおかしな揺れ方をしたら、すぐにセンサー

でこれはちょっとおかししトと 。飛行機でも自動車でも、モニタリ

ング機能がついているのですが、建築の場合は、媛工して渡したら、

あとは雨漏りとかひび割れなどがなければ、もう知らないと 。破抗

期間を過ぎたら、住んで、いる人の責任になる 。



NS Fは10ダラーチップと言いまして、 1，000円程度で加速度言!と

か潟度計などのセンサーをコイン玉の大きさのチップに組み込むこ

とを考えています。 そこからのデータを携帯電話みたいに飛ばして

建物をモニターする 。建物も、動いていないように見えますけれど

も、長い目で見れば、人間と同じようにじわじわと織がいったり、

クラックが入ったり、劣化 したりする生き物なのですね。ですから

乙れからの建物には、自動車と同じように、建設当初からセンサー

を埋め込んでおこうというわけです。それは、必ずしも今のストレ

インゲージとかいうのではなくて、もっとシンプルな、傾いてきた

ら何かのオブジェがぱっと拡大して動くとか、住んでいながら建物

が生きているのを楽しめるようなものでもよいわけです。 それによ

り不具合の生じた個所を早目に見出して手を打っていくと建物も 3

- 4 割程度は長生きするはずです。 ビルの建設や解体には膨大なエ

ネルギーが消費される訳ですから、その節約にもつながります。

ただし 同 じヘルスモニタ リングでも、アメリカでは少し異なる目

的 も含んでいます。 どうも CI Aが関与していると思われるふしもあ

り、どこそこの橋梁で今ス トレインゲージが大きな応力を示したか

らイランの戦車が通ったんだとか、ど乙そこでテロの不穏な勤きが

あるとかを監視する目的もあるようですね。 いずれにせよ、建物の

ヘルスモニタリングが後れているということは言 えると思います。

一 一 それは、構造建物としては100年持つような建物をつく って

いこうという流れになるという感じなんで、しょうか。要 は100年間

中村安奈 ( なかむらあんな) 神野太陽 ( じんのたいよう)

1974年大阪府生まれ 1968年愛知県生まれ

北海道大学工学部建築工学科卒業 日本大学理工学部建築学科修士

諜程修了

. 中村安奈と*1' 野太陽は、イースタン建築設計事務所を2003年に京都に設立。

2003年 中国天津市海河地区水上運動世界国| 探指名設計責完投、 l 等入賞

2004年 中国天津市開発区都市計画国際指名設計競技、 2等入賞

2初0∞0似4年 2却0∞0ω8年オリンピツクレスリンク

“Li屯凶ght叫t Thr‘ e剖a剖d【dぜ1" 2等入賞。

( 上記 3件の設言|競技は、構造家 川口術と共同設21")

ス' J . y卜の家 (2005年竣工) ( 椛造設計 北[ 床建築桃逃研究所)

水平スリットの家 (2005年竣工) (構造設計: 佐々 木 仁)

西八[ 嘆邸彩丹 (2006年竣工) (納造設計 北[傑建築桃造研究所)

これから管理しながら構造的に持たせていこうと 。

橘 R C梢造の寿命は五、六十年と言われていますが、 コンクリ

ー 卜の中性化 とか、この雨漏りはどこから流れてきているのかとい

うのをセンサーでいち早く見つけ 出せたら、早目に対処でき、 100

年近く持つのではないでしょうか。ただし、それにはセンサーが安

くないとだめですが、 10ダラーはちょっと厳しい。温度計から加速

度計から送信機まで全部入って 1，000円程度・では、センサー業者は

やる気が起こらない問題もあるんですけどね。

神 野 梢造だけじゃなくて、設備にも使えそうですね。太陽を追

うとか、風を追うセンサーとか。

橘 近年のセンサー技術は、本当に進歩しています。建設業界に

おけるヘルスモニタリングの普及は夢としてはささやかですが、世

界的な傾向としても 、そういう流れが感じられます。

100年後に廃櫨を残さないために

一 一 梢造とかはヘルスモニタリングということですけれども、

デザイン的なもので、 100年後を見据えてモニタリングというのは

考えられるものなんでしょうか。

中 村 モニタリングというのは、結果的に古い建物の価値を上げ

ると思うので、それは梢造も、建物全体としても非常にいいと思い

ますね。

商業的な話になるんで、すけれども、例えば賃貸マンションは、今、

- とき

2∞6年 8 月 1 日( 火) 18:  30-20: 15 

・ところ

日本建築協会

・オブザーパー

岸本光平/ 瀦野敦夫/ 房安智也/ 向井洋一

橘 英三郎 ( た制批心、ざぶろう)

1942年生まれ 11988年 大阪大学助教綬

大阪大学大学院工学研究科構築 11995:( 1三 大阪大学教授

工学専攻修士課程修了 12006王|三 大阪大学定年退職

2006年大阪大学名誉教授

. 専門分野は建築椛造力学、数値計算力学、 榊造制御力学など。

・学会活動は日本建築学会近畿支部常識貝、日本建築学会評議員などを歴任、コンピュ

ータ梢造向付庁に| 刻する国際会議IA'96、IA' 99、I A官、 5E' 04、IB' 05などを会議議長と

して主宰。

・ ｾ位、スマートストラクチャー及ひ Ｇ ヘルスモニタリンク Ｑ こ ｼ刻 する国際委員会委員、 Ｈ 初日本総

研ソリューションス'ml iJ iiI.WI!J 、大阪工業大学非常勤講師、京都市立芸術j - . k学非常勤務自m
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築10年から古いと言われているんです。古い建物に対する不安感が

あるのかなと思うんですが、モニタリングで建物をちゃんと見てい

るというのは、安心感につながると思います。建物全体の[ l J i j 値を上

げて、寿命を延ばすという意味では、非常にいいと思いますね。

100年後にも使われ続けると考えて、その上で冒険的であるとか、

新しさがあるとか、いつまでもあきられないデザインであるかとい

うことを私たちは考えています。何十年かし たら、その建築なりの

特徴を残しながらっくり替えて L ぺ 。何でも自由にっくり替えられ

るというものでないもの。将来的な視点を持って、どういう建築が

よいのかというのは、毎回考えていることですね。

神野 建築の寿命が長くなると、意匠家の責任は重く なりますね。

産業主義的な価値の方が人間のテ ンポを超えているので、逆説的に

は、将来の建築家は、今は問われずに済まされている聞いに直面し

ていくととになるはずですからー ・。

橘 だから、いいものを長く残すと 。学生のころ、丹下健三 さん

の作品を見て歩きましたが、高松かなー体育館で亀みたいなやつ、

芦ががんがん響く倉敷の旧市庁舎とか、吊り構造でも戸塚カンツリ

ークラブとかは個人的にあまり残してもらいたくない、今どうなっ

ているか知りませんが- 。 しかし、代々木体育館では珂ヲ干善勝先生

とのコンビで見事に成功している 。構造的に見たら、私は、代々木

体育館はぜひ残したい建物という気はするんです。力学的にもスム

ーズlこL、っている 。実際はだましがあって、メインケーブルから観

客席を斜め上に吊り上げているように見えるけれども、上がぷちん

と切れても、観客席は落ちないようになっているのですが

神野 人間一人ひとりが使う土地面というのはどんどん少なくな

っていくと思うし、不必要な開発はしないようになる だろうと思い

ます。であれば、今あるものを有効に使うという発想はf似すに避け

られない。われわれが扱うソフトの劣化も含めて、とにかく廃嘘を

つくらない。例えば世界遺産や文化遺産になっている場所や、公園

や、そういうものはより人が集まってくるだろう 。そごの重要度が

高まる。それをただ博物館的に残すのではなくて、その利用の質を

どんどん高めていく必要があると思う 。保存しなければならない建

物にも、モニタリングという技術を使って、使い上手な社会が実現

できたりすると、むだがなくて、低開発をストップする 一つの技術

としても認められるのではないかと思います。

橘 モニタリングは、常にプライパシーが関係してきますね。例

えば、天井にカメラを据えて、使う人がどういう行動をしているか、

そこで、育った人はどういう性格に変わっていくか、そういうのを調

べたいと思っても、プライパシーの問題がある 。意匠の人は、特に

人間と建物、内装、色、光、そういうものとの相関性には非常に興
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昧あることだろうと思います。住む人と合意できる限られた範囲で

モニタリングできるんじゃないでしょうか。

神野 僕らは数値化できないところで勝負をしているところがあ

るので、すべて数値化されると、ちょっと恐ろしいような乙ともあ

り得るかなと、聞いていて思いました。君のやった設計はこのモニ

タリングの調査によると、余りいい天井高ではないねと言われたり、

データの入力の仕方によ って回答が出てしまうというのは、恐ろし

いことでもある 。

橘 そうなんです。だから数式に乗らない。意匠の方がやってお

られるのは、 言葉に乗らない。言葉では足りない。いくら広辞苑を

持ってきても、 言葉では足りないものを、そのものずばりで直観的

に認識してもらう 。言葉のツールが足りないものを建築そのもので

訴えると 。だから、非常に難しい 世界で、やっておられるんだなとい

う気がします。

100年後にも用・強 ・美

橘 ヨーロ ッ ｊ ｾ で は、フォスター事務所でも、アラップ社でも、

鉄骨などのジョイント部のディテールが本当にきれいですね。 どう

してヨーロ ッパで、は鋼構造のテe ィテールがきれいなのか。鋼構造ば

かりではなくへンケルの包丁とかナイフとかも緊張感があふれるデ

ザインですね。 ちょ っと怖いようなデザインで隅々に至るまで神

f封仰やかにつくってし喝。それには、必ずしも美だけではなくて機

能が伴っている。力学的にも かなっている 。

世界のあちらこちら のまちを見てきましたが、機能や強度だけで

はなく、食欲な美意識というのが日本ではもう少し必要なんじ ゃな

L功当という気がします。それは日本にない風景だからきれいに見え

たのかもしれません。 日本の本当のきれいな家屋、 IIIJ 家、そういう

アビニオンの駅 (2006.6)

全体からかもしだされる上品さは、欽骨テeイテールのちょっとした美への乙だ

わりからか? ( 機 影 橋 英三郎)



のを卜分体験していないからそう思うのかもしれません。けれども、

古くローマの建築家のウィトルウィウスの言 う用・強 ・美は100年

後も生きていてほしいと思います。

構造関連でも、 100年先は美しいものであってほしいというのは

皆さん共通してお持ちだと思います。最大の難関は日本の耐震規定

という話になるんでしょうけれども、それでも、これだけは一歩も

譲らぬと構造屋なり意匠屋さんが頑張ればいいんじ ゃないかと 思い

ます。免震とか制震と いうのはそのための一つのスキルであるとも

考えられます。免震を使えば石造りができますよ、れんが造りもで

きますよ、年とともに風合いが出てきますよ- と 。

神野 石造と免震というような組み合わせは、つながりが広がっ

ていっていいように思います。

中村 100年後に やってみたいのはれんが造ですね。れんが造の

免震か何かにして一 。

橘 臥梁できちんと針噌きを巻いて四隅を押さえるだけでも、れ

んが造は結構強くなりますし、免震にすればなおさらだと思います。

中村 今、れんがを使おうとすると、ほかの材料と比較したとき

に、それほどメリットがないというのがあるんですけれども、構造

材として使えるようになればいいですね。れんがには一つの塊とし

ての建築の魅力というのもありますし。外から見ても内から見ても

いい素材だと思うし、自分の持ち物としても欲しいなと思います。

橘 いいですよね。あれが嫌だという人は少ないと思いますよ、

市托霊性さえあれば。ただ、手聞がかかるので、ガイドレールみたい

なものがあって、上からすとんすとんすとんと落としていったら、

ず、っと積み上がって L ぺ 。それに目 地モルタルを入れて、すぽんと

抜いてつくる 。幸い免震技術が成熟してきましたので、 ζ れをれん

が造、石造りに生かさない手はない。要するに、免震というのは、

石造ゃれんが造にこそひ。ったりだと思います。

今、私が独立行政法人の建築研究所と 一緒に検討していますのは、

開発途上国向けの、置くだけ免震です。昔のお寺は、石の上に柱が

ぽんと載っているだけで、 地震が来たら、最初の 2、 3秒の大きい

揺れを、そこで、すべって逃げるという手を使っています。それじゃ

普通のビルも置くだけにしたらどうか。柱の| ごにちょこつと摩擦係

数0.2ぐらいステンレス板を置いておいて、がんがんがんときたら、

すべることにより、上部構造にはそれほど大きな力を伝えない。安

上が りの免震です。ただし、インドネシアとかパキスタンなどは、

日干し煉瓦が多いんで、すね。それで、梱包用の黄色のベルトがある

でしょう 。あれで建物を縦横に縛る。 これが一番安上がりだと 。見

栄えさえあきらめるので、あれば、市場に流れている安いベルトで縛

るというのが結構有力でして、どうも私の「置くだけ免震」は負け

そうな気配です。

ワンパターンな時代の流れに見過ごしてきたもの

神野 石とかれんがとか、自然素材を使えるようになる技術がこ

れから出来たらいいと思L 、ますね。 日本は 「木の文化j ばかり言わ

れていますけれども、京都を歩くと、石も非常にきれいなんです。

雨に当たってあれほど美しい素材は意外になくて、非常にいい素材

だと思うんですけれども、張り物でしか今はつくれない。それは非

常に残念だなと思います。法的な今の規制を超えて p く技術が出来

たら、すごく広がっていくと思います。

橘 時代とともに美しくなる建物、風合いが出てくる建物という

のは、 一つのねらうべき方向だと思いますね。地震があるからと言

い訳するのではなく、それで、も建つようにするのが技術者の役割の

ような気がします。

100年持つ建築というこ とで、れんがというテーマが挙がり

ましたが、 100年前も、れんがという時代があったような気がする

んです。そう考えたら、昔よかったものは今もよくて、この先もい

いというような図式も引けるんですかね。要は、長いこと愛される

ものは、これからも長いこと愛していきたいようなデザインになる

のかなと 。

橘 関東大震災で横浜の軍事倉庫などがひどくやられた。それ以

降は、有事における地震発生を考えて、国防上すべからく鉄筋コン

クリー トにすべしというので、 日本のれんが造の思考がス トップし

ているんです。臥梁できちんと鉢巻きを巻いて 凶隅を補強したもの

は被害が軽微だったとの調査報告があったにもかかわらずです。

飛行機を開発するときでも、外国が全金属製の戦闘機をつくった

ら、日本も、それまでは木製の飛行機も飛んでいたんで、すけれど、も、

全金属製に一斉に替わった。終わりごろ資材がなくなって、さあ木

製lの飛行機を飛ばそうと思ったら技術が途絶えている 。イギリスは

ちゃんとその技術を並行して開発を続けていて、木製の機体にロー

ルスロイスのエンジンをつけたモスキー卜という高速の爆撃機兼偵

察機などをつくった。どうも日本は、「効率化」と「ワンパターン j

が常にワンセットになり、パラレルに進めていくことができないよ

うな気がします。

中村 れんがは、日本に入ってきたのは比較的最近だと思うんで

す。組石造はあったと思うんですけれども・ 1 建築に使える材料も、

無限にあるかのような言われ方をしますけれども、意外にないんで、

すよね。

最近の日本は、 一つの流行が出てくるとそれにばかり目を向けて、

とても極端です。その結果、昔からあって今でもちゃんと残ってい
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るものがあっても、それが無視されている。

日本でも石造は結構多い と思うんですが、そんなものはだれも見

ょうとしない。 もう 一度、もと もとそばにあるものを見直すという

のも要るんじゃないかと思うんです。そこにハイテクと言いますか、

今の技術を使う乙とで、もう 一回見直すことはできるんじゃなL 功ミ

と思いますね。

神野 今の話と関係していると思うんですが、今は、様々なこと

がテクノロジーを通じて出来てしまうことに起因する、ちょっと浮

わついた感じがあると思います。本来、人聞は違うものを見ようと

するものです。そうすると、過去は違って見えるし、その濃淡に従

って未来も違って見える 。美意識は、ど こかからかふ っとわいて出

てくるようなものだという言い方をしたり、インスピレーションと

言う 人もいますけれども、そんなものではない。われわれの具体的

な生活の中の現実にあるものをもう 一遍発見して、それに今の技術

を当てはめ、足りないものを補ってL ミく 。そうすると、今まで、出来

なかったことがまた新しく出来るというようなことで、未来へつな

がると思うんです。

直感の世界一設計の経験かう一

神野 僕たちは、ある集落に「水平スリットの家」という住宅を

つくったんです。お施主さんは、集落の美意識を自分の肩に背負っ

ているという考えの方で、自分がその集落の長だと。おれの土地は

集落の一番北側にあって、集落の目付の位置に面しているから、決

して集落の風景を壊すものはっくりたくないというのが施主の要望

でした。この小さな集落を形づくっているのは、敷地半分の土地を

支えている一つの塀で、それは 7 メートルある。私たちは、その地

形を最大限に生かした造形をつくりました。

というのは、結局、そんなにたくさんのことがやれる訳はないと

思ったんで与す 。 地 形を変に造成するのはなるべくやめようと 。 地 ｾ ｉ ヲ

に沿って乙の集落の人たちには常に現実の生活があるのだから、寄

り合いや村祭りのための空間と、葬式の空間、村の人全員が入れる

こと、棺おけがそこから 出られること、そして、家族の日常のため

の空間。それらを素直に形にしました。

今振り返ってみると、その集落の 6 j肝の住宅の皆さんが持ってい

た共通のコモンズというのかな、寄り合い意識みたいなものは、多

分一つの美意識を形づくっていると思うし、私たち建築家とい うの

は割とそれを引き 出していて、設計家の中から美意識が出るのでは

なくて、個人の側から引き 出 していくという、そういう発見の能力

というのは非常に重要だと思います。

橘 人は寿命があって淡々と死んでいくんだ、まちづくりを順々
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水平スリットの家

中国農業大学体育館 (2008年オリンピックレスリンク競技場)

に受け継いでいくんだ… と。そういう分相応な、身の丈の幸せを意

識すれば心の「ゆとり j も生まれ、徐々に共通の美意識も生まれて

くるような気もします。

構造でも、 100年後に海に浮かんだり空を飛んだりしなくてもい

い。 もちろんピカソやマチスや岡本太郎のように、既成文化に対し

て異なる道にチャレンジするのも必要です。それは、新しい美を発

見するという意味で一つの行く道だと思いますけれども、どとが本

流かというと、1 : 1本のあるべきまちの姿、季節、気候に応じた美し

L 、まちづくりではないかと思います。だから、意匠の人がいいソリ



ューションをばんと打ち出すと、あとはほうっておいても、その隣

に住む人、またその隣に住む人へとだんだんサンゴ礁のように広が

っていくのではないかとも思います。そして、もし耐震上の問題が

あれば、それに対して構造の方でサポートするということで。

中村 最初に手掛けたレスリング場の案を思いついたときは、実

は私たちは不安だったんです。直観的に実現化できないんじゃない

かと思いました。A、B、C と案があって、ごく簡単なスケッチと

模型だけを構造家に送ったら、ぱっと見て、 Aですよと 。どういう

理由ですかと閲きま したら、もともと合理的なデザインじゃないん

だから、合理的な説明はできないんだけれども、自分の勘としては

A で、これだったら間違いなく 出来ると思うと太鼓判を押 されまし

た。そのときはかなり初期の段階だったんですけれど、よしやろう、

とやる気になって、実現化に近いところまで出来ました。

いくつかのデザインで冒険をしようと思いましたら、前例のない

ことをやるときというのは実は不安なので、ぱっと見た勘でいける

とか、そういうふうに勘で、言っ てもらえる信頼関係があるのは、心

強いですね。それで、突っ走れます。

神野 そのときは、割と勘の世界なんだなと思ったんです。

橘 ところが、構造計画と 言いますか、こういうマッシブな 3 次

元的なものをどういうふうな担体計画で、やれるかというのは構造設

計部にたくさん人がいても、 t邑段、センスのある人はごくわずかと

いうことですね。直観で言える人は20年ぐらいの経験を持ち、 何度

も痛い目に遭っていないとね。失敗をいくつか重ねて、こうしたら

壊れる、こうしたら壊れないという認識が出来てはじめて、才能の

差もありますけれども、センス、直観が替われるのではないで、しょ

うか。

近未来に向けてやっておきたいこと、遠い未来への夢想

一 一 都市や建築を今から見据えるために、今こマ自身がやってお

きたいこととか、逆に読者の皆さんに、乙ういうととをや ってほし

い、未来を見据えてやっておくべきことみたいなメッセージがあれ

ば、お伝えいただきたいと思います。

橘 われわれは構造について余りにも知らなさ過ぎる。構造計算

でとの柱に何トン、との梁に何トンメーターかかっていると計算書

には書かれているんです。だけど、本当に柱取I i 力がそれだけ出てい

るのか、どこかの柱はサボっているんじゃないか、その分だけ隣の

柱が負担しているんじ ゃないか、本当はどうなのと 。串だんごモデ

ルの動的解析などで耐震安全性を検討しでも、モデル化する過程で、

抜け落ちているいろんな要素があるんです。

この 8 月10日からキックオフするんですけれども、高層ビルをま

自転車都市

るごとそのまま、ディテールも極力そのまま、 地盤も含めて、解析

しようとたくらんでいます。スーパーコンピューターの化物のよう

な地球シミュレータというマシンで解析することになるかもしれま

せん。簡単なモデルによる設計値は実際とは大なり小なり遣うもの

なのですが、実際はどうなのというのをやってみたいと，思っていま

す。そうは言っ ても、あくまで計算上の話にとどまるわけですし、

もし設計値と大きく違っていたらやぶ蛇にもなりますので、ゼネコ

ンはやりたがらないと思います。だから、そういうのをやるのは私

の役割かなと思っています。

中村 「既存不適格」という言葉が象徴する、使用できない古い

建築がありますが、将来的には、今とは違った形の解決策が必要な

のではないかなと思います。

一 一 今建っているのに使えないというのは、おかしいですよね。

中村 建築を残していこうとしているときに、法律が変わったら

どんどん不適絡が増えて、使うこともできない、というのは矛盾し

ているのではないで、しょうか。実際に、どうみてもし っかりしてい

る建物もあるようです。

あとは、神野が廃雄をなくすと言いましたけれど、も、既成の基準

に合わないとか、商売が繁盛しないとか、そんな一元的な括りで考

えたら、抜け落ちるものも多いなと危機感を覚えます。一つひとつ

の建築にとって、本質的に重要な問題を解決するには、どういった

法や共通認識がよいのか、ということも考えていく必要があると思

います。建築が長い間いい環境で使われていくようになってほしい

なと思います。

神野 最後は突拍子もなく速い未来に投げかけをして、自転車都

市。車中心ではない都市が出来たらいいなと思います。例 えば、森

ポットのようなひとつの大きな構造をつくって、森を積み上げてい

く。そして、人が集まってくる、水が外壁の周りを流れていて、鳥

が集まってくる、高架の高速道路をなくしていき、低くていいと思

うので森の中に隠してしまう 。歩く人や自転車中心の都市づくりと

いうのをみんなが明快に意識し、そこからちょっとずっそとへ近づ

いていって、今失われたものを直してL ペ、そうし寸技術が出てく

るといいと思いますね。

そうすると、都心も、よくある近未来S F映画のような都市では

なくて、橘先生がお っしゃっていたとおり、また遣う都市像が出て

くれば、田舎は田舎でまた生き生きとしてくるし、大きな技術の枠

組みが人間の場所づくりの方へ動くといいなと思います。

一一きょうはお忙 しL沖、貴重なご意見を聞かせていただきま

して、どうもありがとうございました。
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もしも環境にやさしし、建物を建てるなら

自然と心を結ぶ建築

酒井利行

「環境にやさしい建物を建てる」と p う言葉の裏には、「人にやさ

しい環境とするためにj ということが付いてまわる 。建築は、人聞

を無視するわけにはL功、ないし、何らかの環境に負荷をかけてしま

うととになるので、私たちはその負荷を最小限にする努力を積み重

ねるしかない。人間も自然の一部であるので、人間と自然の最もい

い関係を築くにはどうすればいいのかということを考えていくこと

がわれわれの仕事だろうと思う 。

私は、 図 1のように建築の領域を 2 つの車rlJ で大きく捉えるように

している。横車rlr を環境軸、縦ili 由を心のilir l J として交わる中心に人間を

位置付けている 。私たち人聞を取り 巻く環境が自然しかなかった古

代では、 家族や部族が寄り集ま って生きていた。図 2 のように「自

然j と「情J の領域が広い状態であった。

現代、特に都会では技術によって生み出された人工の環境の中で、

「知」と L 寸情報の渦の中で生きている 。図 3 のように「知」と「技

術J の領域が広がっている状態と考えら れるだろう 。 乙の図をもと

に、「もしも環境にやさしい建物を建てるなら j ということを考え

ていきたいと思う 。

時間イメージで捉える環境軸

「自然」から「人間」がいろんな知恵、を学んで「技術j として現実

へと高めていくという 軸である。どちらかというと時間的なイメー

ジがあって、人間の鼓動のリズムを中心とすれば、 「技術」は非常な

スピードで、どんど、ん変わっていく、速いというイメージである 。歩

く速さを原点にすれば、自転車、自動車、新幹線、飛行機、ロケット

というように、技術の進歩は、動くスピードの速さを競ってきただ

けでなく、開発自体のスピードもどんどん速くなっている 。華々し

い世界ではあるが、 l時聞が経てばどんどん古くなってしまったり、

災害や事故で、パニックを起乙してしまう脆性も併せ持っている。

また一方、「自然j のリズムは、四季の移り変わり、畳夜の移り

変わり等、非常にゆったりとしたリズム、緩やかで、スローな時間イ

メージである 。最近、ロハスという言葉をよく目にする 。スローラ

イフ、スローフード、ゆっくりと人生を昧わい楽しむ動きである 。

自然の時間の中に身を置いてみると、何かいままでにない豊かさを

感じたり、建築のあり方もゆっくりとした時間を過ごせる空間をつ

くるという方向である 。退屈で刺激が少ないという見方もできるが、

時聞を積み重ねて昧わいを深めていき、持続可能性を持っている。

空間イメージで捉えることろ軸

もう 一つは、縦軸の「心の車rhJ である 。上に「知J、下に「情j

としている。人間の脳で言うと、 「知j はわれわれが長年に渡り獲

16  建築と社会 ・2∞6.11

得してきた知識の集積で、新しい脳とすれば、「情」の部分は太古

の世界から変わらず持ち続けている古い脳で、人類の共通の感情や

感性の世界である 。心の軸は、環境の軸が時間イメージに対して、

空間イメージを持っている 。「知j というのは情 を絡めない理知的

で乾いた空間イメージで、「情」はしっとりとした情感を持つ空間

のイメージを持っている。

建築が戦後、湿式工法から乾式工法に激変したことで、そこに住

まう人の心も乾いてきたのではないかと作家の五木寛之さんが著作

の中で、語っているが、私も乾いた空間には、しみじみとした情感は

育ちにくいと感じている 。また建て売り住宅は庭が極限まで、縮ノわさ

れていたり、高層マン ションに至って は、家と直結した形の庭がな

くなってしまった。家庭とは家と庭と書くが、いま はどんどん家か

ら庭が 切り離されていっている。木々や草花など、四季折々変化す

る庭があってこそ家にしっとりとした潤いをもたらしてくれるのだ

が、庭が身近になくなっていったことも、心が乾くもうひとつの大

きい要因であると思う 。

人工環境に慣らされたわれわれは、動物的な能力が衰えてきて、

自然に対する感性も鈍っている。

時間と空間の原点「いま・ここJ か5発想する

世の中の動きは、 図 4 でいう右上の方向に向かつて進んで、きた。

「技術」の発展と、「知」つまりは爆発的な情報量の獲得である 。乙

の動きは、これからも続くであろう 。各社 - 各人しのぎを削ってい

るわけだが、これが行き過ぎると、自然の破' 壌を促進してしまうよ

うな行き過ぎた「技術j も生まれたり、あまりにも膨大な知識、情

報によって頭で、っかちになり、情が薄くなるというような現象が発

生してしまったりする。

「知」と「技術j の領域は、競争原理や経済の論理に支配さ れる 。

「やすくて はやくて うま Lリ乙とにしのぎを削る世界である 。

果てしなくストレスがかかり続ける世界である。スポーツの世界で

も百分の一秒を争いドーピング騒ぎが起きるように、姉歯問題も、

やすく、はやくを追い求めた結果、安全を犠牲にする行為に及んで、

しま ったのである 。論外と言えばそれまでだが、 何か行き過ぎたや

るせないものを感じてしまう 。あくなき「知」の探求と「技術J の

発展に努力することは、あくまで人間の幸せのためにという大きな

目的のための手段であるべきで、そのとと自体が目的になっている

場合は要注意である 。

「知J と「技術j はJ { ーチャルな世界に閉じこも っていたのでは、

単なる個人の知的興奮の世界でしかない。現実世界に役立ててこそ、

人間の幸せのためや社会に貢献できるものになる可能性を持つ。
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時間軸の原点は ｲｾ ミ ま 」 であり、空間軸の原点は「乙乙 」 である 。

そこに人聞がいる。人間の幸せは、遠い未来でもなく、 地球の果て

にあるのでもなく、 ｲｾ 、ま ・ ここ 」に しかない 。 敷 地 に立ち、いま

そこにある自然の恵みを身体で直に感じ取り、建築空間の中に、気

持ちのいい風を取り入れ、やさしい光に挿入する 。そんな自然の恵

みを ｲ ｾ 、ま ・ こ乙」に感じられる建築で 、ある ことが、環境にやさし

い建築を考える上での原点としたい。

、
、

「情Jに基づく「知Jと「自然Jの英知を生かした「技術Jを融合

バランスを取り戻す意味で、図 4 の左下の方向 「自然」と「情」

の領域に軸足をおいて建築を見直す必要がある。「自然と心を結ぶ

建築J を考える上で大切な領域である 。図 4 の右上の領域がアクテ

ィブに対して、左下の領域はパッシブ。ハイテクに対してローテク、

スピード効率に対して、スローライフ 。バーチャルに対してリアリ

ティ 。視覚重視の世界対して、五感全体で捉えるとい った方向であ

る。

自然と人聞のいい関係を築き上げるには、自然の恵みであるパッ

シブなエネルギーをうまく取り入れ、自然がいい仕事を してくれる

ような仕組みを考えることが、環境にやさしく、しかも人間の自然

への感性を取り戻すために重要である 。建築は自然と人間と同様に

いのちあるものである。共に生きる工夫をしながら成長していく生

き物として捉えることが、慈しむ気持ちを醸成し、やがてしみじみ

とした感動につながっていくであろう( 図 5 ) 。

先日、テレビで 「鳥人間コンテスト 」 という番組を見た。自然の

風を利用しながら、人間の動力だけで、28kmも飛ぶことができたの

だ 。 琵琶湖の上をきらきらと陽光を浴びながら、Ｄ｜ ｾ と共にゆ っ くり

と飛ぶ姿は実に美 しか った。まさに「自然J - r人間J - r技術」

が一体となった光景を目の当たりにして感動した。この感動は、「技

術J に[ 鳥のように自由に大空を飛びたL リという 「情j を感じる

からだ。この領域は、人々の驚きを伴う共感がある( 図 5) 。建築

の世界は人を動力とする見方はあまりなか ったが、大いにヒ ン トに

なる 。これからは住宅レベルの建築では十分考えていかなければな

らないだろう 。

建築の領域には時代や用途によ ってさまざまな領域があるが、 21

世紀は 「自然j と人聞が共に幸せになろうとする 「情j に基づく「知J

を結集し、 「自然」の英知を生か した 「技術J を融合さ せることが、

環境にやさしい建物を考えていく上で、重要な視座であると考える 。

何かい としゆき 株 式会社竹中工務応設計部副部長)
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もしも建物の寿命が来たら

建物の寿命を見極める

佐藤孝典

構造掘体の寿命をそのまま建物の寿命とした場合、現在ある「ス

ケルトン ・イ ンフィルj の考え方に従えば、われわれ人間( 医学の

進歩) に先駆け、ほぽ不老不死と言える状況が可能になりつつある

昨今である 。

しかしながら現実社会の問題として考えた場合、この構造の寿命

をそのまま「建協の寿命」として考えるにはあまりにも多くの問題

が横たわっているように思われる 。そ乙で、社会や経済の実勢に即

した「建物の寿命」を考え、そこから導き出される現実的な対応の

姿を示してみたい。

建物の寿命とはなにか?

建物とは社会活動の場である 。あるときはビジネスの最前線の舞

台として、またあるときは家庭の団幾の場として、さまざまな人聞

が活動する場所である 。人聞が他者の存在なしでは社会生活が営め

ないのと同様に、建物もまた、人間の活動なしには建物として機能

することはあり得ない。

そうした建物の「寿命j とは、本来、社会的役割を果たせなくな

ることであり、決して物理的に;駿れてしまう乙とを意味しない。問

題はここにある 。社会的役割を果たせなくな った建物が周辺とのバ

ランスを欠きつつも堂々と残っている場合がある 。われわれはこの

ような建物を、あるときには廃機と、あるときには辿跡と H子んでい

る。廃域が遺跡、として見直され、文化的、観光的な価値を得るため

には、少なくとも数百年の年月が必要で、ある 。それまでの聞は、都

市の限られたス ペースを消費し、交通を妨げ、治安悪化の大きな要

因となる存在としてわれわれの発展を妨げることになる。

そうした事態が起こってはじめて、「建物の寿命が来た」という

のでは、あまりに時間と資源の無駄遣いである。われわれは、何ら

かの基準、ルールを設けて、もの言わぬ建物の寿命を見極めていく

必要がある 。

どのように建物の寿命を決めるか?

上記のような理由から、建物の寿命という

ものは社会的な有用性に則して、われわれ自

身が決めるべきだと考える 。寿命を決める基

準としては、建物を人問、しかも不死を達成

しつつも老いていく人に例えてみると分かり

やすいだろう( 表， ) 。

設備を入れ替え、構造の補強を繰り返し建

物の寿命を延ばすことは、人間で言 えば、老

表 1

人11¥1 I  鐙物

老化 | 老桁化

労働力| 生産力

所得 | 資注目ij 他

健康 I  i耐久性

若さ |築年数

骨絡 |榊造

肉体 |掘体

内臓 |設備

身長 |モジュール

表が進む身体を長寿に導くため、人工臓器や移植を重ね、手足の哀
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弱を防ぐために人工骨格や義手義足で補強することに例えることが

できる。社会的に貢献できるものがなくなり、人として大切な思考

力が衰え、 H寺には失われたとしても、将来の技術( 医学) は人命を

延ばすことを可能にするだろう 。

われわれがそれを望むのは人命が何より尊いものであるからなの

だが、建物にはそれがない。社会的な存在意義がすべてである 。建

築が社会的に存在意義を失い、老いてゆく原因としては以下のよう

なものが挙げられる。

1  ) モジ、ユールの変化 たった数十年の聞にも、住宅の設計思想

自体は大幅に変わった。 まず昭和40年代前半、今から 40年前に建

てられた公団住宅の平均的な形式を挙げてみる( 表 2) 。

間取りなどはリ 表 2 65- N- 3K- 3  

フォーム可能であ

るから別問題とし

ても、天井高が

FL+2. 3mという

のは現在の高層住

宅のF L +2.4m-

2.6mと比 較する

と格段に低い。こ

れは日本人の休絡

変化 (図 1 ) に見

られる高身長化に

付随して高くな っ

てきたとも言 える

が、それと同時に、

天井が高い住宅の

開放感を求める消

費者の意識が変化

したと L、うことも

大きい。 さらに、

現在ではバ リアフ

リーイヒに伴って床

面の設計も変化 し

専用床i I i i 有i 約43.3 ni

|出口 7. 02m 

奥行き 6.65m 

居室天ヂ1'; 高 F L +2.30 m 

エレベーターなし

屋根 露出ア スフアルト防水

外壁 モルタル刷毛引きの上、リシン吹付け

断熱防 なし

床 タタミまたはボードフロア F L =c S L + 1 4 0

R C壁 プラスター塗りの上、ペンキ塗り

木和IJ 壁 合板の上、ペンキ塗り

天井 ひる石l次付け

出典。 19! 立行政法人都市再生機構 都市住宅技術研究所・平成

Ｑ Ｘｩ ｬ ｾｩ ｈＨＡＺ 特別公 ｊｊｍ r求む 1 組 改 造 指 向。昭和40年代の住宅は

こう変わるJ より

c m 

175 

1969年

1945年 11おふJ '___ヘ
155 ヨ 153. 8cm ，. 
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Ｑ ＵＰｾ ｾ 、 Ｎぺ・ 直言M H rト

十193 5年 目 2C議女「

150. 6cm ・20歳到

145  

年

1935年 1945年 1955年 1965年 1975年

図 1 平均身長の年次推移

υ 間l科学省 rf*カ. ) ! l ! 動能力関査J をもとにグラフ作成

てきている。当H寺の建物を現在の標準的な建物に作り直そうとした

場合、 1fJ<1休して新しい建物を作り直すほかはないのである。

2) パラダイム・ シフト 科学史家のトマス ・クーンが著書 I科

学革命の構造J (1962年) で提唱した概念で、「科学とは累積的に

一定方向に成長するのではなく、 11寺代によってパラダイムを変化さ

せるものj だという考え方であり、 パラダイムとは「ある時代や分



図 3

分譲マンションの

社会的価値下落に備える

野において支配的規範となる 『物の見方や捉え方』のこと J (三行蛍 『コ

ンサイスカ夕方ナJn制島第三削) である。科学のさまざまな分野で支配的

な規範はしばしば変わっていっている、ということを指摘している。

パラダイムシフ トは建築学にも存在している。 したがって、現在

支配的な考えであるスケルトン ・インフィルやリユースにしてもそ

れが未来の建築像のフォーマッ トになるとは必ずしも言えない、と

いう乙とである。ただ全く過去の思想が破棄されるとともまた少な

く、現在ではナンセンスな「リユース可能なスケルトン ・インフィ

ルj といったものが将来登場してくる可能性も十分ありうる。 しか

し、過去の思想をベースに した建物はオフィスや住まいとして、ど

んどん古くなっていくだろう 。

3  ) 流行の変化 人間の身体の変化やパラダイム ・シフ トは比較

的緩慢かつ長いスパンで、生じるが、祈EU はさらに短い周期]で変化を

繰り返す。それに合わせ、オフィスや住宅の売れ筋も大きく変化 し

てきた。西暦2000年以降のた った 6年 間ですら、流行上の大きな

変化が 生 ま れ て い る ( 表 3 、図 2 ) 。そのたびに設計者に求められ

る「売れる建防j はどんどん姿を変えてきたのである。

表 3 1111.1凶民社『現代JrJ Jnの法礎知隷J r新訴流行訴大賞j より

受賞 流行tift 立J ! 築への影響

2000大' 1' t I T革命 光通信網の住宅オフィスへの普及

2001年陥|大n 型域なき改111 住宅金融公NI の融資停止

2002 トップテン入賞 内部告発 建築強度偽装問題

2003 トップテン入n ビフォーアフター 高付} ) 日制li111'i 雪山主宅リフォームブーム

2004 トップテン入賞 負け犬 都市部での般資型マンションの泊:JJn

2005 トップァン入賞 富裕層 都心型タワーオフィス・超高級マンションのJ ( ' ) J m

任三豆きP 告豆三P

建築

領歪亙P

このように物理的、建築思想、

流行などさまざまな要素で建物の

寿命はどんどん短くな ってしぺ 。

図 2 建築の寿命を決定する要因 では、 どうすればいいのか?

建物の寿命に備える

社会的な役割を終えた建物は、鉄や軽金属などの資源や、土地と

いう資産を浪費する存在へと姿を変え、時にはアスベストなどの有

害な物質を抱え込んだ厄介な存在へと変わって L ペ 。われわれに求

められるのは、そうい った社会的価値の下落に備え、十分な対策ーを

講じることである 。

現在多くの分譲マン ションでは大規模修繕や建て替えに俄えた積

み立てを行っているが、これは既存のマンションの再建や改修を前

提としたものであり、前項で、挙げた不確定的な 3つの要素はほとん

ど考慮、されていないのが実情のようだ。 これまでの論考に従い、よ

り積極的な対応が必要だとすれば、たとえば分譲マンションの管理

組合を株式会社として、法人化 し、所有物件や樹立金を背景とした事

証券化による

修繕費用の総出

日百円 修繕積立金の

い ｾｾＢ I  ........__ 積僅運用

田〆 ¥/ 唇

'  引き出して

資産

土地、備造物→市況により変化

建物→年々価値が低下

修繕積立金→年々資産量がt曽加

練式会社化して

E業投資

贈呈旦亘主主宰き昔日屋を買い取り

建三三三三重貸室収益

業化を図れば、所有者のその時々の意向を踏まえ、民主的に建物の

改修や再建を図ることができる( 図 3 ) 。現在のように国債や定期

預金といった消極的な手段で積立金を保全する管岨組合から 、再建

資金を活用 した空室の買い取りによる貸室事業は言うまでもなく、

さまざまな事業に進出することが可能になる。

そういった状況では、建物を椛成する部材もまた、重要な担保と

なるだろうし、解体'f!.( 用を差しヲ Iｾ、たリユース音 ｉ ｓ 材のう目、 ｐ 費は、事

前に証券化 され、証券市場で取ヲ |されることも可能である 。

まだまだ机上の空論に過ぎないようにも思えるが、アメリカでは

ノンリコースローンという形で、不動産を持つ一般市民が銀行から

有利な条件で融資を受け、消費活動を拡大するというシステムが一

般化 している。融資であるため、返済が滞った際には担保物件であ

る住まいすら奪われるように思われるが、之のローンは個人的に責

任を負わないものとさ れている 。詳細11な説明は紙面の都合により避

けるが、住居やオフィスとしての使用権がなくなるというリスクを

ほぼ回避しつつ、融資を受けられるシステムがあるということだけ

を言っ ておく 。

L ミず、れにせよ、不動産で、ある建築物をどのように流動化 させるか、

とい ったことはREI T ( 不動産投信) の浸透とあわせ、今後経済活

動にと ってきわめて重要な資金源となっていくことが予想さ れる 。

建物の寿命を設計する

建築構造の設計をする立場としては、そういった流動性をより促

進する椛造を取り入れていく必要がある。可能な限り現状の建物を

生かした形で経済社会に資本として流入させ、その社会的役割lをー

うさせた上で、いざという時には簡単に、速やかに新しい建物に受

け継がせる( 建て替える) 仕組みが望ましい。建築構造の寿命では

なく商品としての建築物の寿命を決め、その有期限寿命に則して資

産計画を立て、新築

時から解体、再建を

も見据えた無駄の少

ない構造や資金計画

を考えていくことが

重要になる。そのた

めには、組立・解体

が簡単にできるボル

トによる鉄骨椛造が

J 流となるであろう

(図 4 )。

1 鉄骨フアブにて 2 梁を吊り込み、

固定して運搬する。 仮ボルトで固定する。

3 柱ボルトを固定する。 4 梁ボルトを固定する。

図 4 ボルトによる鉄骨構造

( さとう たかのり アイディールブレーン株式会社代表取締役、工学問士)
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前近代の日本建築界では

向
日

H

桝造設計者の職能が、素材や 空 間 Ｇｉ ｾ ｉ Ｚ に応じた 梢法の提案、経済設

計、というようなととにあるとすれば、それは大工が経験知にもと

づきながら工夫してきたのであり、構造設計を専門とする者はいな

かった、といえるのではないか。

以下に建築の実行者どしての大工の戦能について述べてみたい。

浄土寺浄土堂

らようげん

東大寺の鎌倉再建に当たって、責任者重源は、中国から導入し

た大仏様( 天竺様) と呼ばれるようになる新たな建築技術を採用す

る。? 争土寺浄土堂( 兵庫県小野市) 、東大寺南大門はその代表的な

遺構である 。

神土堂は方三間で、各柱聞は等間隔であり( 仏教建築は中央部の

柱聞を脇問より広くするのを通例とする) 、垂木の木口は鼻| 層、板で

隠され、 ilq:反りがないので、建ちが低いこともあって、軒の水平作

ひとの t金雪

がいっそう噌111mされている 。- ilir の垂木と屋根の勾配が一致し、

天井を張らず間仕切 りのない広い堂内には構造の仕組みがそのまま

露出 している 。梢造と意匠が一体とな って造形されたとの建築から

は、日本の初期中世というより、近代建築に通じる「におしづが感

じられる。コンク リー 卜や鉄骨でも違和感なく造形できるのではな

いかとも思われる、最小限度の梢造材で組み立てられた、明快で、合

理的な システムに よる架桝は、桝造力学の格好の教材になりそうで

ある 。

南大門では貨や肘木など、矩形音1I分の断而寸法をそろえることに

よって、工期の短縮が図られている 。

重源は、若くし

て「支度第一J と

評されたマネージ

メント能力によっ

て集団を組織し、

20 迎築と社会 ・2∞6.11

進

国家規模の大プロジェク卜を実行した。架構技術や建築生産の而で、

画期的な J防法を選んだ才能は十分に評価されるとしても、「構造設

言|者 J ei 、う職能に限定されるべきではない。

大工の職能の分化

へいのうち

徳川幕府の大棟梁臓にあった平内氏は、! 変長10年( 1605) に:H

しょうめい

き記した木剖書 『匠 明j で、大工の棟梁たるべき者は「五意迷者J

すみかね

でなければならないと説いている 。「五J aJ とは、式尺の墨鋤、算合、

手仕事、絵用( 様) 、彫物をさす。つまり、設計、墨付け ・加算、

一作、彫物の下絵図作成と実技をこなすことができなければ練梁と

なる資絡がないとされた。そして「地割j の良さを常に追求し、昔

の建物の出来具合を批判すーることが肝要である (i 昼夜を怠らず、

地割と文は古人の作りをかる、所の好悪を見合、分別仕る べし J)

ともいう 。「木剖j とは部材の比例を体系化 した設計基準のことで、

でに立面に闘して記述する木制干!? は、基本的には意匠設計の指針f!?

た て じ わ り

である 。「地富山は「建地剖j ともいい、立・断面( 矩百十) を指す。

一方、近世の建築界には茶室や

数寄屋という新たな建築類型が現

れる 。また仏堂や神社 ( 両者を総

称して' 堂宮という) の装飾Ii が過剰

になっていくなか、一人の大工が

あらゆる建築に対応していくこと

曹rIfI ｬ ､ ｾ Ａｉｉ＠ . . . .  

がiI1(f ; しくなっていった。 近世の過飾な建築 (日光東照宮)

茶室や数寄屋の木剖は小さく、ひとを包み込むような空間や控え

めな造形を目指す。対する堂宮の木剖は大きく、ひとを圧倒するよ

うな堂々とした空間や造形を志向する。造形の手法も、前者は象徴

的であり、後者は直般的である。

江戸時代初期 (1620年代) に著された 『日本教会史』 に、次の

ような記述がみられる。

材料は、多大の労力と到' 用をかけて、諮地方で探し集められ、

その建築( = 茶室) のためにだけ仕事をしている特殊な大工の手

で、言い表せないほど見事に木材が削られ、正しく合わされる

すなわち、茶室を専門にする大工= 数寄屋大工が一つの職能として

分 化 ・ ｾＹｬ 立していた状況を伝えている 。

仏堂や神社の建築の過飾化が進むとともに、元手[ 1 年間 (1615 -

24) の京都では日彫物大工組j という同業者集団が結成されている 。

建築彫刻。彰物) を専業とする大工は中世に現れてはいたが、 一つ

の職能として定着するのはやはり近世に入ってからである 。

このように、大工の職能が専門特化 していた状況が、近 世建築界

の動向として認められる。



のっそり十兵衛

谷 中感 応 寺 ( [江戸名所図会』より)

ZE政 3 年 (1791) に再 建された五重

J; g : は関東大震災に無事で、あったが、 11[:1

利32年に放火によって失われた。

ところで、この稿を求められたときすぐに思い浮かんだのが、幸

田露伴の 『五重培』である 。いつだったのか思L リ品せないくらい以

前に読んだ記憶として、大暴風雨のなか自分が仕上げた五重塔を見

て す り か おおもめ

守る大工の姿 (1欄干を! t J iう踏み、風雨を腕んで、あれほどの大採の

じっと

中に泰然と檎へていたJ ) が強く残っている 。

ゃ な か

上野谷中の感応寺に五重塔が新造されることになり、経緯があっ

て、「のっそり十兵衛」とあだ名される大工が総棟梁をつとめるこ

とになる 。年齢は30歳前後かと推測 される( 妻は「二十五、六歳」、

ねん ねんじゅう

男児が 一 人いるＩ 。 腕は確かだが世渡り下手で、、「年が年 ｾ ｉ 二 ｉ 長屋の
は め は ニ ど ぷ か ず し ご と

羽田板の繕ひやら馬ノト屋箱瀦の数仕事j に明け暮れている 。けれど、

必お守みりゅう ニ ど も ごとうたてかわ が て ん

「大隅 流は童児のH寺から、後藤立川二ツの流義も合点致してをり」、

のみちょう伝

「盤手斧をもっては (1-1'1陥) 万が一にも後れを取るやうな事は必ずな

しょじゅヲ

L、j という 。プレゼンテーションのためにつくった模型は「初 重

つりあい ひ さ し こうばい た る き わりふり 〈

より五重までの配合、屋根庇踊の勾配、 11要の高さ、桜木の割賦、九

輪ii72議議室接の誌読まで布市に首鼠なるところもなく、水際立

ったる細工ぶり」というから、模型とはいえ設計能力はいかんなく

発揮され、腕もまた{ 確かとみえる 。余談ながら、奈良H寺代に 10分の

l で製作された模型である海竜王寺五重小塔、元興寺極楽坊五重塔

は国宝に指定されている 。

彼が学んだと L 寸 大隅流、後藤流、立川流はいずれも彫物を得意

とする大工の系統である 。大隅流、立) 11流は諏訪地方を拠点とし、

江戸の後藤流は左甚五郎を祖とするとされる 。後発の立川|流も、詳

細な設計図をつくり、請負契約を行うという近代的な営業形態によ

って、この物語の鉾台である 18世紀末頃には広い支持を得るように

なっていた。彼らは彫物だけでなく建築本体もこなすことができたが、

評価の中心はやはり彫物であった。十兵衛が修得したと 主張する 技

術は、大衆が評価lI しやすい細部意匠の分野に力点がおかれていた。

へ い け た お ニわ のさ

さて、I J : 亘を引き捨て塀を蹴倒 し、門をも破し屋根をもめくり il 汗

If かわら くと ま わ り

端の瓦を踏み砕」いた大暴風に、 「周囲の樹木もあらざれば、未

ど だ い たけ

曾有の風に基礎狭くて丈のみ高き」谷中の五重塔はどうであったの

ゆら ほ う じ ゅ そ ら え よ

か 。 「採まれ採ま れて ｪｌｾ 命は動ぎ、頂上の 宝珠は空に得読めぬ字を
ころ っ つ か さし も ど さ ま

書き、岩をも転ばすべき 風の突掛け来り J 1木の札 る音、復る姿、

さま 〈つがえ

また燐む姿、車Lる音、今にも傾麗らんず様子」であったが、「釘一

ゆが ず

本ゆるまず板一枚剥がれ」ず 「一寸一分査みもせず退りもせぬ」と、

凄絶な大暴風雨に耐え抜いたのである 。

ょこち ょ う い け ば な お か ぐ ら

「横 11汀の生花の宗匠j の二階屋が倒; 壊したのは、「径1I神楽J (通

し柱のない建て方) だったからだということは、作者露伴も知って

いたようであるが、「物の見事に千年壊れぬ名物を万人の眼に残」す、

十兵衛の技術的な背景にはふれられていない。意匠や彫物について

はよく学んだという十兵衛が、大風や地震に耐える構造の工夫につ

いてどのように学んだのか分からない。当然の能力として認識さ れ

ていたと思うほかはない。

経験知と実験知

ブルーノ・タウトが「今日でも京都の大工などは、建築家が精密な

図面を与えておいても、それにかまわずに自分でも っともよいもの

をつくりだすことがよくある J ( r佳離宮j ) と述べているのは、図面

や仕様書には書ききれないところがあ って、それらは車部検知にもと

づくしかない、大工たちの実物、現場主義を指摘するものであろう 。

とい って、建物の安全性をより確かなものにすることに、棟梁た

ちが手をこまぬいていたわけではない。

銀閣寺( 慈照寺) 東求堂は足利 8代将軍義政の持仏堂で、初期書

院造りの遺構である。そのなかの一室「同仁斎」は、古くから 四畳

半茶室の始まりであると伝えられてきた。 乙との成否はともかく、

技術的な面では数寄屋造りの技法の始まりというべき点をみること

ができる 。外周の柱は一間ごとに立てられるのが当時は一般的であ

った。けれども東求堂では一間半、 二聞の広い柱聞がとられている 。

そのため、 幅広の貰= 力貰を過すごとによ って構造の強化が図られ

ている 。のちの茶室や数寄屋造りの建築で行われる技法が、東求堂

で早くも現れているのである 。

たて

知恩院山門は近 |立初期j を代表する大鐙築で、あるが、ここでは「立

のほら

登 せ 柱J = 通柱によ って構造強化が図られている 。

また、幕末期の大工が、耐震構造として十文字筋違を大量] で留め

る工夫をしていた (r防火策図解附録j ) ことを、西和夫|等士が紹介

されている ( r建築技術史の謎を解く j ) 。

伝統的木構造に対する耐震設計ということでも、 1995年の兵庫

県南部地震をきっかけとして、実験などによる数値データの蓄積が

いっそう活発に進められるようにな った。また、近年のコンピュー

タの発達により、伝統的木構造の詳細な構造解析も行われるように

なった。大工の経験による主観的な知が、数値と p う客観的な知を

得るごとによ って、伝統的木構造の耐震性能を検証で、きるシステム

が築き上げられつつある 。今後の展開に期待したい。

( ひ ゅ う が す す む 京 都 工 芸 脳 同 大学院工芸科学1附 if)

造形工学部門教J受、工学 問士
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4  

もしも士也震がなかったら

日本の技術力はどう展開するか

彦 根 茂

日本は、世界でも有数の地震多発国である 。 しかし、 日本以外に

も多くの国で、 地震に よる被害が生じている 。大地震発生のたびに、

不幸で悲計 ｾ な被害の報道に 出 合う 。 その多くは、 地 震が起こる可能

性が大きい地域に もかかわらず、ilii 既設計がなさ れず、または耐震

上適切な施工が行われていないことが報じら れる。地震に対する安

全への準備は、 地震多発国であることとは関連なく 、発展途上国に

おいては経済状況、貧困の度合い、建設予算に制約 され、われわれ

技術者だ けで容易に解決できる状況ではない。その対角線上には、

経済的に発展しているが、地震の起きない地域も多くある 。ただし、

地震国でないから経済発展が可能という訳では必ずしもない。

地震のない国と して、ここでは、私のなじみの深い英国の例 をい

くつか取り上げる 。

どのような構造や、建築が可能力¥?

「地震国でない国々の建築はどの ような特徴があるか ? J と置き

換えることができる。写真 1 は、ロンドン市内88Wo o d St r eet ビ‘ル

の建設現場だが、鉄筋コンク リー 卜造の柱が日本の鉄骨造の柱のよ

うに撃者に見える 。

その他、同様壁がいらないので、見通しの良い建物が可能で、ある

とか、 出の長い片持梁が使えるとか、軽快な構造、構造の偏心した

写真 1 88 Wood Street  

設計者 Ri chard Rogers、Arup

写真 2 (右上)

A  Bui l di ng in Ca mden 建設中

設 計 者 不 詳

写真 3 (右下)

A  Bui l di ng in Ca mden 竣工後

設 計 者 不 詳
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写真 4 Quant um Cl oud 

by Ant ony Gorml ey 

写真 5 Mind Body Col umn 

by Ant ony Gorml ey 構造 Arup J apan 

建物、アクロパッ トな構造が大幅な費用をかけなくても建設できる

と言 える 。その一例 として ロンドン ・カムデンでの建設中と完成後

の小 さな建物の例 を写真 2 ，3 に示す。また、英国の彫刻家Ant ony

Gor ml eyの作品から、 写真 4 に示すロンドン、 テームズ川の彫刻と、

写真 5 に示す大阪市西梅田の彫刻を並べてみる 。西梅田 のMi nd

B ody  C ol umnは、免震装置の上に彫刻を載せて耐震性を確保して

いる 。それに比べテームズ)11のQuant umC loudで、は昔の港湾施設の

パイロンの上に載せているが、特殊な装置は不要で、ある 。

設計方法はどうなるか?

地震荷重を考l在する 必要がなく、鉛直荷重、

原 ｬ ｾ 荷重や温度荷重などで構造設計をすること

になる 。例として、英国の場合では、 地震力

を考慮する必要はなく ( 後述の通り全くない

訳ではないが) 、風荷重は台風がないため小

さく、 日本に比べると水平力は小 さい。鉛直

荷重が梢造設計上の支配的な荷重となり、華

脊な部材で構造体を構成できるものの、常時

において、椛造耐力上余裕の少ない構造体 と

なることが容易に推測できる。鉛直力のうち

の積 ｪ ｬｾ 荷重や、仕上げ荷重の不均 一 による占

体梢造への影響が無視できなくなり、構造体

やおのおのの部材にとっ て最悪の状況となる

舶載荷重分布を間違いなく設言|荷重として採

用 しなければならない。このため、 荷重の組

み合わせは相当多くなる。またPr ogr ess ive

C oll apseと呼ばれる、連鎖的崩壊を 防 ぐため

の検討が必要となる 。連鎖的崩撲とは、ある



部材の破擦によって、その隣の部材がオーバーロードになって破壊

し、順次連鎖的に破壊が進んだ末、建物の全体崩壊を引き起こすこ

とである。乙の検証方法の明確な理論は雌立されていないため、常

に話題となる構造設計上の大きな課題であり、 リダンダンシーをい

かにして持たせるのかに腐心している 。

つまり、われわれは、設計に|祭して大きな地震力を考慮、せざるを

得ないことが、常時の鉛直荷重時には構造体が十分な余裕を有する

結果となり、これらの作業から j符放されていると言 える。

どのような建築物でも地震力を考慮しないか?

歴史上、 地震のない国々では全く 地震に無頓着なのか? 筆者は、

1996年に英国、ロンドンで、英国の原子力施設の設計基準の見直

しプロジェクトに参画した。英国、米国、フランス、 ドイツ、日本

の 5 カ国の原子力施設の設計基準の比較検討を行った。想定地震規

模の比校、鉄筋コンクリー ト造建物の各国基準で、の設計比較、コン

クリー 卜部材の地震時せん断許容応力度比較などを行った。英国、

フランス、 ドイツといった一般の建築物の設計では、地震力を考慮

することのない国に想定地震がある乙とがまず大きな驚きであっ

た。原子力施設なので、超長寿命な施設となり、地震の再現期間はそ

の寿命に見合った期間となる 。英国での再現期間は10，000年である。

一般の建物では考慮する規模とならない地震が、十分大きな規模の

地震を想定しなければならないという理屈であ った。もう 一つの鷲

きは、各国の地震規模に比 して地震国日本の地震犬島撲がけっして大

幅に大きいという訳ではないことであ った。

つまり、建築の設定寿命や重要性によっては、 地球上のどこでも、

「もしも地震がなかったら」の仮定は、成り立たないことになる 。

もっと建築に愛着を持つようになるか?

建物資産に対する概念が変化するのではないか。地震のない英国

の例を見ると、 写真 6 に示すのは築440年の田舎の家であるが、大

げさな歴史的希少価値という訳でなく、様々な時代に手を加えられ

て現在に至ってお

り、建築の随所に

時代ごとの様式の

違いを示すテ矛イテ

ールが残ってい

る。そのオーナー

は、それらを調べ

ること、その建物

と共に生活するこ 写真 6 Barton House Ken  設 計 者 不 詳

とが、その家に住む

上での大きな楽しみ

となっている 。また、

写真 7 のような古い

町並みに、鉛直荷重

で崩壊するのではと

いった心配をしてし

まいそうな建物も、

写真 8 のような英国

写真 8 Y e  Ol de  Fi ghti ng  Cocks 英国で最も古

最古と言われるパブ、 いパフ

も使われながら機能している事実も多く見られる 。

日本は地震だけでなく、台風や、大火、洪水、戦災など、大型の

天災、 人災が多発する環境の中で、木材を材料とする木造建築以外

に採りうる建築様式がなく、大災害のたびに一般の建物は破壊され

てしまうといった歴史の繰り返しの中で、建築に対する概念が培わ

れたのであろうか。地震もその破壊の一端を担っている 。そのため、

日本人は比較的容易に建物を建て替える傾向があるようである 。古

い建物だけにではなく、新しく建築を建設する場合の決定プロセス

や価値判断、クライアン卜と建築家 ・エンジニアの関係、建築家 ・

エンジニアの社会で、の役割と認識などの決定的な相違となることも

ありそうである 。地震がないことで、この国民性がどのように変化

するのか、容易にはわからないが、他国との比卜較も容易には当ては

まらないと思うものの、興l床がわく話題である 。

今の技術はどのような使い道があるか?

日本で、両j震設計を行ってL 喝 設言|者は、 世界でも最高に高度な技

術を用いて設計 ・施工が可能な恵まれた環境で、設計を行っている

と断言できる。そのことを自覚しているかどうかは別であるが、競

って新しい耐震設計、免震、 i I i l J 振装置の開発を行 っていることも事

実である 。フ。ッシュ オーパー解析、 H寺刻暦応答解析、 三次元解析、

綴密なF E M解析と様々な解析法を駆使することも容易である。 も

し地震が起こったら、建物はどのように挙動するか、あらかじめ詳

しくシミ ュレーションすることができる。l時聞をかければかけるほ

ど、設計の最適化をすることも可能である 。材料の適切な使い方、

無駄を減じ、安全性を向上させる設計を達成することができる。

地震がない ζ とでとれらの一連の作業が不要にな ったら、この技

術力をどのような方向に転換し、発展させる乙とができるのであろ

うか? 大変興味深いことであるし、日本から 地震がなくなること

は実際には考えられないが、検討する価値があるのではないだろう

か。 (ひこね しげる Ar up J apan代表)
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もしも基規準がなかったら

基規準・指針の位置づけと役割

多賀謙蔵

「構造設計はいつも様々な諸基準 - 規準に縛られながら設計を行

っているのではないか? 基規準がなければ、どのような構造を構

築することができる? J というテーマをいただいた。私自身は日頃

基規準に縛られている意識がないし、これがもとで自由な構造設言十

が阻害されていると感じているわけでもない。テーマに対する執筆

者としては適切ではなかったかもしれないが、ここでは基規準・指

針の必要性とその活用について私見を述べさせていただく 。

基規準の使われ方の現状

ある鉄筋コンク リー ト造建物の構造言「算書に、「準拠した基規準」

として下記が列挙されている 。

建築基準法・同施行令

- 建設省告示- 国土交通省告示

- 建築物の構造関係技術基準解説書/ 日本建築センター

- 鉄筋コンクリー ト構造計算規準- 同解説/ 日本建築学会

. 建築基礎構造設計指針/ 日本建築学会

- 建築前提設計における保有耐力と変形性能/ 日本建築学会

. 建築物荷重指針 ・同解説/ 日本鐙築学会

- 鉄筋コンクリー卜造建築の靭性保証型前擢設計指針 ・同解説/ 日

本建築学会

- 大阪市構造設計指針( 平成15年) / 大阪市建築行政協会

上記以外にも多くあり、またしばしば改定されるすべての基規準

類を、個々の設計者が( 私自身ももちろん) 細部まで熟知できてい

るわけではなく、「建築物の構造関係技術基準解説書」がバイブル

のごとく存在し、それだけでは事足りないときに設計の拠り所を諸

規準に求める、というのが現実の姿であろう 。当然ながら、法律に

定められていることは遵守する、というスタンスが{憂先順位の高い

ものとしてある 。

基規準は設計の自由度を縛っているか?

基規準に示されていることが設計行為のなかでどのような位置づ

けにあるかという観点で、次のように整理してみる。

①設計条件を規定するもの : 設計法、設計荷重や変形・ 耐力に関

するクライテリア

②設計の拠り所となるもの. 部材の耐力評価式、断面決定にあた

っての考え方

①仕様規定的なもの 柱の最小径、最低鉄筋量"

ちなみに、使う 側の意識として、非常に大雑把で、はあるが、“ 法( 基

準法、施行令、告示) " は①①を押 さえ、建築学会や建築センター

の規準 ・指針が②の情報を提供している、という感覚がある 。

24  建築と社会 ・2日06. 11

さて、これらがなかったら ・ー ということであるが、C D 1 l は設計を

するための“ 約束事" であり、これらが全くないと単に“ 無秩序"

に陥ってしまうだけであろう 。なくては困る、しか し時には“ 不自

由な縛り" ともなり得るもので、その境目がどこかが問題となる 。

例えばR C柱の最小径は、施行令第77条で「柱の小径は、その構

造耐力上主要な支点聞の距離の1/15以上とする乙と」とある 。 と

の縛りが窮屈になることが時としてあるが「ただしー確かめられた

場合においては適用しなL リとの救済措置もある 。プレス トレス ト

コンクリートとすることで、自由度が広がることもある 。図 1、写

真 1 は、筆者らが“ ただ し書" に活路を見出して実現した「小径が

支点聞の約1125の細い柱J である 1)。乙のように、その気になれば

(i 、ざとなれば大臣認定を取得する覚悟をすれば) “ 縛り" から解放

される道も残されている 。

ともあれ、 ①①は技術的背景や経験に基づく“ 約束事" であり、

設計者個々がーからとのレベルに到達するとしたら、その労力の総

量は莫大なものとなってしまう 。また“ 約束事" が人それぞれある

いは組織ごとに違ったりしたら、建築主からみても「誰に頼むかに

よって安全基準が異なる」となってしまう 。建築のように非常に多

数の一品生産が営まれる世界では、いわゆる“ 最低基準" として、

やはり欠かせないものであろう 。ただし、よく言われるように「こ

れさえ守っておけば良Lリと受け止めてはいけない。策定する側の

意図と使う 側の意識が一致することが重要となる 。

①は、“ 約束事" をもとに実際に設計していくために、また時に

はこれらを超えていくために必要なものである。①がなかったら…

鉄骨の座屈耐力は? RCのせん断耐力は? … 個々の設計者がこ

れらの答えを独自に持てるような状況は考えられない。

基規準はやはりなくては困るものであり、①~①に仮に分類した

5造大梁

図 1 綱柱のオフィス 床伏図

水平力抵抗用

鉄骨耐震パネル

PCa ' P C柱

PCa .ST版

( 合成床版)



基規準のあり方

写真 1

細柱のオフィス外観

ようなそれぞ守れの

位 置 づ け と 役 割

を、策定する側と

使う 側が共通認識

し、目的に沿った

ものが提供され、

活用されていくべ

きで、ある。

さて、基規準のあり方を考えるにあたって、ごこまで敢えて基規

準とひとくくりで、言 ってきた“ 基準" "7m準" また“ 指針" をどの

ような意味で使うかを共通認識する必要がある。 ここでは、その一

例として、建築学会で提案されている規準 ・指針類の定義 2) を紹

介する。

(a) 基準 stancl ar dあるいはpri nciple : 基本的な枠組みを示し、

性能の大枠の種類ごとに評価法、設計法を明らかにする 。従来、誤

解ーを避けるために、基準という 言葉は建築基準法にのみ使っていた

が、建築基準法は規制の性絡を持つもので、学会こそが建築の基準

とはこうあるべきというものを示す必要がある。それは技術展開の

原理 ・原則 を示すものである 。

(b) 規準: cocl e  of  pract i ce : 基準を満たすための技術体系を具

体的に示したもので、現段階の学術 ・技術の水準によってまとめた

もの。必ずしも学会の見j釘と行政の見解が一致しない乙ともあり得

るが、学会の場において学術 ・技術的に実用規準として問題ないと

判断できるかどうかが重要で、ある 。行政と学会が望ましい協調関係

を保つことも視野に入れた上での規準づくりが求められる。

(c ) 仕様書 specif i  ca ti  on 性能に対する具体的な仕様を定めた

もの。材料施工に限らず、構造や環境の分野でも規準に定めた性能

と対応する仕様の例を明らかにするととで、 実用上の便宜が図られる。

(d) 指針 recommendati onまたはmocl el code  : 規準や仕様書と

同等に学術 ・技術として確立した成果にのっとるが、具体的内容の

取り扱いが、 他の規準類( 行政規準や技術団体の規準) の存在を前

提として、より高度で、新しい学術 ・技術の展開を方向付けたもの。

実用性という点で、は、個々の技術者の裁量範囲が広く、将来の規準

に反映される性格を持つものである。

一方、実務の面からは次のような捉え方がある 。

・現在、日本建築学会等から多数の構造計算規準・指針等が出版さ

れているが、それらは各構造干郵リごと( 各運営委員会ごと) に独自

の路線で進められているために、構造および材料分野を横断するも

のではない0

・建築基準法に関連して多くの告示があり、設計者はこれらを調

べ、組み合わせ、 独自に検証している 。

以上の実態から、日本建築構造技術者協会 (J S CA) では、こ れ

ら諸規準を整理し系統立ててまとめられた図書だけで構造性能の検

証ができる乙とを目指して“ 建築構造設計規範" “ 建築構造設計指針"

“ 建築構造計算指針" “ 建築構造監理指針" ( これらを総称して“ J SC A

規準" と称する) を作成、公表している 。

行政・学会・実務団体の役割分担と協力

“ 規準" “ 指針" 等の定義付- けは統一 されていないが、重要な点は

下記であると考える 。

①例えば地震荷重の設定のようにすべての事象が学術的に解明さ

れたものではない。にもかかわらず設言 「行為はとどまることができ

ない。 したがって基本的な設計条件は“ 約束事" として、法的位置づ

けのもとに一定の設定が必要でLあろう 。

②構造の安全性を検証するための部材の耐力評価式並びにそ れに

基づく設計式などは、これまでの学術研究並びに各種実験などによ

り得られた貴重な成果であり、今後も 引き継がれ、発展していかな

ければならない。この学術的データの提供主体は今後も 日本建築学

会が中心になると考える 。

①上記①①は構造設言十を行うための欠かせない“ 材料" である 。

それ らに付加的な材料を加え、またいかに上手に“ 料理" を行うか

は個々の設計者の腕の見せ所である 。J S C Aの“ 構造設言卜指針" は、

この部分の道標になり得るものと考える 。わが国の構造設計レベル

の底上げを図る目 的で、先人の工夫 ・失敗等が示される乙とはきわ

めて有意義なことである 。一方で、使う 側がそれを真似 ることに終

わってはならない。

おわりに

昨年末の残念な事件に端を発して、“ 建築物の安全性の確保を図

るため" に建築基準法等が改正されつつある 。世の中「もしも基規

準がなかったら …」どころではない状況である 。構造が未来へ夢を

つなぐためにも、今こそ基規準のあるべき姿を見つめなおすべきと

きであり、 拙稿がその一助となれば幸いで、ある 。

参考文献

1  ) 阿波野、 多賀 ほ か ルーパー状のPCaPC組|柱によるオフィスビルの設計 施工、

ブレストレ ス トコンクリート Vol. 48 No.4、 2006

2) 神田)1頃。基規準類の定義の明確化、 1999年度日本建築学会大会 ( 中国) 総合

研究協議会 E 資料、 1999.9.

(たが けんぞう 株式会社日建設計精進設計部門副代表)
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もしも予算に縛りがなかったら

尽きない夢と予算の縛りのはざまで

藤田住広

最近の経済状況は ｲｾ 、ざなぎ景気 ｪ を超える長期にわたるものと

公表されているが、低成長時代の影響で建設業界は相変わらず、建

築主の厳しい予算の中での競争の時代がf総統している。そのような

状況の中で、工事発注を受けた建設会社は、厳しい建築予算に対し、

利益を上げるためにいろいろな手法のV E提案を考案し、提示さ れ

た設計図書に対し意匠 ・構造 ・設備など、相互に整合を図りながら

性能を維持しで減額に努めている 。

建築主からみて建築コス トの理鮪J 度を考えると、 一般的に予算の

中で仕上げや設備の性能とコストについては視覚的に、また感覚的

に判断しやすいものが多いと思われる。 しかし、構造担体について

は、音や揺れや擁みに対しての性能は比較的理解されやすいが、ほ

とんどは大地震という突発的な自然現象に対して安全性を確保する

性能であり、必要な構造部材の大きさは視覚的にも判断されにくく、

建築主にとって構造躯体のコス トは理解しに くいものと考えられ

る。構造』岡本のコストを形成する原因に構造設計者の意識と技術の

問題もあるが、さらに根本的な原因として意匠の計画設計の内容が

構造掘体のコストをっくり出していることも事実であり、このこと

が先の構造掘休コストについての建築主の理解度をさらに複雑にし

ているともいえる 。

最近は地震に対する建物の安全性についてテレビ放映されるとと

も多く、構造胴体が非常に重要で、ある乙とは社会現象として認知さ

れつつある 。 これを機会に構造設計者は一般の人に構造性能とコス

トについてわかり やすく説明して理解を求める努力が必要と思われ

る。一方、梢造設計が社会的に重要度を増したにもかかわらず、社

会構造から見て、構造設計者の立場は乙れまでと変わらず、多くが

意匠設計事務所の下請けとなっている 。建禦仰を設計するチームと

して、意匠設計者と構造設計者は本来、建物を協働でつくり出すパ

ートナーであるべきである。最近の構造設計者に対する社会的な期

待度が変化 しつつある中で、建築主に対して椛造設言| 者は施工者と

ともに責任を持って品質の良い構造躯体をっくり出し、建築主に十

分な理解を得ることで構造設計者の立場が今後さらに向上すること

を期待したい。

建築物のコスト管理

建築主が求める予算に対する建築物のコスト管理については、建

物をつくらせる側の設計事務所とつくる側の建設会社とでは観点が

違うものと考えられる 。本来、設言十者は建築主が求める予算に合わ

せた設計を行っているが、予算の縛りが厳しく顧客ニーズに見合わ

ない物件は予算を超える設計となるとともある 。その結果、建築主

の予算を上げる乙とになるか、場合によっては施工者の過度な競争

26 建築と社会 ・2∞6.11

によって予算を割って収まる乙ともある 。

設計者は、予算の縛りが厳しい物件であってもさらに高いコスト

意識を持って設計を行い、また施工者がつくる見積に対しても厳格

な査定を行う乙とで予算に適合する設計をすることが必要である。

一方、その建物を建設する施工者は、予算に見合う提案を行い、設

計者の承諾を得て施工をする必要がある 。特に施工者のコスト管理

は利益の有無に即座に直結することから、品質の良い建物をつくる

中で常にベス トなコスト削減手法を尽くすことが求められている 。

構造躯体費

建築のコストは大きく分割すると、意匠に関する外部仕上質・内

部仕上費、設備に関する電気・空調・衛生・昇降設備費、工事に関

する仮設経費、構造に関する掘体費・杭地業費に分けられる。その

予算比率は、 図 1 に示すとおり建物用途別に大きく異な っている 。

マンショ ン

スイフオ

剣

匿

容

鰍

ホテル

。
40 60 

工事費用 (万/ 1平)

注Ｉ仮設は、「共 通ｬＱｉｬ 聾仮設 ・山留め 工事 別 級 ｾ ｊ を合む 。

図 1 最近の平均的工事費内訳

20 80 100 

その中で、工事費に対する構造掘体質の占める率を見ると、倉庫

( 42%) はホテル ( 22%) の約 2 倍近くになっている 。坪単価で見

ると、倉庫10.5万円/ 坪に対し、ホテル18.7万円/ 坪で、仕上げや

設備の坪単価は 5 - 7 倍になることに対し、構造費の坪単価は 2 倍

以内とな っている。構造躯{ 本賞' の坪単価は用途別に変化は少なく、

10. 0- 20. 0万円/ 坪の中にあり、原子力の建屋のように耐震グレー

ドが高い建物や大空間建築物のような特殊な建築物以外は20.0万円

/ 坪を超えることは少ないと考えられる 。

このように、構造躯体質'は意匠・設備と異なり、建物用途にかか

わらず大きな値l幅とならないことから、構造設計者の予算適合は

l 万/ 坪、 2万/ 坪と L寸ノj 、さな値幅で争う厳いものであると考

えられる。構造設計者は厳しい予算の縛りに対して、コスト意識を

高め、常に最適な構造計画と構造材料の選定を行い、構造性能を満

足するだけでなく性能が均ーかつ効率のいい経済設計をして、目標

とする構造掘体費に収める技術が求められる 。



もしも予算に縛りがなかったら!

さて、このテーマの本題である「もしも桝造予算に縛りがなか っ

たらリ構造設計者はと、のような構造物をつくるであろうか。

もし、現実的な建築物の設計の中で予算に縛りがない設計を頼ま

れたなら、まず、経済設計という 言葉は不要になり、ある人は鉄-

コンクリー卜の梢造材料や免震 ・fI司震の機械装置を賀沢に使って、

耐震性が非常に高い建物を設計するであろうし、またある人はすば

らしい空間を演出 し、かつ造形の美 しいストラクチュラルデザイン

の構造設計をやるであろうと思われる 。

斎藤公男先生の著書「空間構造物語j

(図 2 ) は、古代から現代までのス卜ラク

チュラルデザインについて読み物風につく

られている本であるが、アーキテク 卜とエ

ンジニアのコラボレーシ ョンによる演出が

っくり 出 した空間の魅力やテクノロジーの

美 しさが存分に楽しめる本である。

空間借造物諸

…一一. . 公' Jl

図 2 斎藤公男著

力の流れがっくり出した有機的な形態の

「空間構造物語」

サグラダ ・ファミリア( 写真 1 ) 、すばら
(2003年 10月刊)

しい構造芸術のシドニーオペラハウス( 写真 2 ) 、テクノロジーがっ

くり 出 した張弦の大空間のアトランタ ジョ ージア・ドーム( 写真

3 ) など予算の縛りと無縁な世界を感じさせる建物である 。このよ

うに構造設計者の希望がかなえられるなら、現実的な中でストラク

チャーがっくり 出す芸術に挑戦したいと思う 。

写真 1 サグラダ ・ファミリア教会

111.典

写真 l 、 2、 4 は百科4j:!Itl rウィキペディア』

写 真一 Ｓ は 太 陽 工業 妹式 会 社 の 海外 突 起 Ｎ ｾｴ 長

構造の夢を語る

予算に縛りがないと 言 うことでもっと楽しいことを考えるなら、

われわれが普段設計で、きないような夢のある構造設計を想像する。

その夢を諮ると、世界一高い建物の構造、世界一大きい無柱空間

構造、造形が非線形的に搬 ｦｾ なモニ ュ メント、新技術また新構造材

料を開発してこれまでにない挫物を建設するなど、いろいろ思い浮

かぶ。 世界の超高層ビルの夢は、パリのエ ッフェルj苔を超えるた

めにつくられた1930年にニューヨークに建てられたクライスラー

ビル (77階、 319m) に始まり、 2004年の台北国際金目9l 大被 (1011晴、

50801)  (写真 4) に至るまで、進化 し続けている。今はさらに上海、

ニューヨー夕、ド‘ パイ でもっと高いものが建設されようとしている 。

10数年以上前に大手ゼ、ネコンが紙上で、競った高さ 50001を超える超

超高層建物があるが、今、それは超高層として現実のものとなりつ

つある 。そのH寺に、さらに夢のような1000メートルを超える巨大

超超高層建物が発表されたこともある 。これらはみな尽きない夢で

ある 。

予算の縛りがない設計をするととは楽しいことである 。 しかし、

現実に戻ると、経済原理が働 く世の中で、やはり予算のない設計ーな

どはありえないことである 。その中で、私たち約一造屋にと っては、

少しでも構造の夢を持ち続け、限られた予算の中でも、エンジニア

として構造デザインや技術をつくり込む姿勢を持ち統けることが乙

れからも大切だと思う 。

( ふじた よしひろ 株式会社大林組14 : 脂辿築設百|部 長)

写真 2 シドニーオペラハウス

写真 3

アトランタ・ジョージア・卜抱一ム

(内観) 写真 4 台北国際金融大棲
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「建築と社会」誌

て正6年3月に誕生し た 日本建築 協会 本建築協会雑誌u、さらに1年後には おりで、パックナンバー腕入希望は、

(当時・関西建築協会) の、機関誌 「能祭と 社会j と改題し 、今 日に至 日本建築 協会事務局 (T E L 06- 6946 

は大正以下9月に「関西建築協会主ff 誌」 って いる 。 6981、FAX 06- 6946- 6984) まで。

と題 して創刊 された。大正8年に fEI 取り上げてき た特集テーマは下記のと 販売価i絡は12∞円 (送料・消費税合) 。
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京都府地球温暖化対策条例と屋上緑化
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占の提出を求めている 。 後で触れる緑化計画書等とともに、ｾ操設

言|に携わる方々にとっては、事業者排出品削減計画より、こちらの

方が重要だろう 。床面積が2，000平方メー トル以上( 増築の場合は

噌築部分の床而和) の特定建築幼における新築又は増築が対象であ

り、この部分の規定は平成18年 4 月 1 日に施行されてL唱 。

手続きとしては、特定主包鰍lに係る潟室効果ガス排出量消|腕 |画

3 を作成、必要五tt類を添付し、 2部( 正副 1部) を京都府の各土木

事務所延喋住毛室Ｈ京都市内は京剖 ｬ 市Ｉに提 出 する 。 乙の必要 Ｉ ｾｴｾ ｊＺｩ

とは、 CASBEE 新築( 簡易版) による詐価結果( 電子データを

含む) などである。

なお、前から提出が必要であったエネルギーの使用の合理化に関

する法律第75条第 l 項に規定する「省エネルギー計画書J と併せ

て提出 してくださ L 、。

この手続きの詳細lも、ホームページ( 京者間守地球?鼠H君化1村長プロ

ジェク卜 htt p: / / wwl V. pref. kyoto. jp/ kankyo/ project/ toku  tei  ken  

chiku. html ) に提出苫知綴式データ等とともに掲載してL唱 。

週診匙防J に関係する地球湖 底化対策. として、出制七推進がある。 乙れ

は建第協の空色濃する市ttj 化区域において、敷地や廷判勿の昆七、壁

而などを; 剥ヒして、音11市のilu¥1暖化といわれるヒートアイランド現象

を抑制することが目的である。

蹴計画書等を作成、 ｾ ｒｈＮ｜ の上、態物の敷 地 及び屋上を ｴ 剥 じ す

るが、「市街化区域のうち知事と 市111] 判長が協議して定める地域内

で1000 l1i 以上の敷地に建築物を新築又は改築j が対象となる 。こ

の中の区域は、市街化区域のほぼすべてが対象になる見込みである。

( 平成18年11月中に告示予定)

対象となる特定車新七札喋物の緑化基準は同条例施行規則別表( 第

25条関係) に普かれている。地上部は[ 敷地面積一建築而制] の

15%以上、建築物上は屋上面相の20%以上を緑化 しなければなら

ない。この fE主喋物上J とは副議き物の屋上、壁面又はベランダ等を

いい、「屋上面桜刷J とは昼仁( 辿築物の屋根部分のうち人の出入り

及び当該屋寂

に必必、要な施設伏陽光発屯装謝; 世白のパネル等を除くり) に係る部分を除

ｌ 、吃た面布積ｾを釦 ｌ 、うと去規見定して ｌ 、喝る 。 放に、屋上の 代 わりに壁面を樹 じ

しでもよく、ソーラーパネルの部分は除かれる 。 また人の ， ｾ ｂ 入りや

利用ができない勾配属線などもj副 ニ面積には含ま れない。

なお、この緑化計画苫等に |刻する規定は、平成19年 4 月 l 日施

行予定である。この日以降に乱喋選準法に基づく建築ti 院 制lf，jJを行

う主協務幼が対象となる。まだ手続きの詳細は未定でおあるが、決まれ

ば乙ちらもホームペー ジ に ｴｾｊ､ ｩｘされる 。

緑の府庁づくり事業として、 ｉＱ ｬ 庁ｾｾ 2号館を屋上j新 七し、 一般開

放している。京都府庁に来られたH寺は立ち寄って見てください。

役開放l時間 月曜日から金l限日( 土日、休祝日は除く)

Ｙ 時 ｉｾ 甘場 ・ ＱＷＱＱ 寺開場

※ 11月から 2 月までは161時開場

l 屋上等の緑化

l ストップ f 地球温臆化~はじめよう f 京 都 ~

2005年。1;' ，成 17年) 2月、「京古|協定詰」が発効した。これにより、

温室効果ガスの排出量を第 1約束期間 ( 2008- 2012年) において、

先進国全体で1990年( 平成 2年) の基準年から 5 %削 滅 日 本 は

6 %削減する法的拘束力が発生した。そして京都府では、京都信i綻

己守誕生の地として、府民や事業者の参加と協働の下で、 地球潟I! 菱化

対策を総合的かつ計画的に進めていくため、「京都府地味温暖化対

策条例j を制定( 平成171: 1三12月) し、平成18年 4 月 1 日に施行した。

U量上等の緑化 については、平成19年 4 月 1 日lflE行)

この条例において「地球渦|暖化対策j とは、「温室効果ガスの排

出の ｾ ｦ ｬｬ ｦ ｬ 泊 並ひ Ｇ に吸収作用の保全及ひ強 化 その 他 の 地 球澗暖 化 の防止

を図るための施策又は取組七、ぅ」と定義してL 唱 。

京者問符の温室効果ガスの削減目燃は、「府は、気候変動に関する

国 側i合桝乱細切究極の目的である気候の安定化に向けて、期間

を定めて、府内における温室効果ガスのt側同量の削減の目標を定

めるものとする j とし、「平成22年度までに、府内における温室効

架ガスの総排出量を平成 2年度の沼室効果ガスの総排出量の90%

に削減すること」 を当面の目棋として掲げ、「前項の 目i121を達成す

るに当たり、産業、運輸、院主その他の削 叶ごとの温室効果ガス排

出 量の削減目標を、 地 主［ｒ ｩｭ ， ｬ ｾ 計防 ｊ 鮒雌計画にお ｌ ミて定める ｊ こと

としてL 唱 。すなわち、京古附では「京備j綻 沓J の 5 %削減より

「高いレベルの潟室効果ガス削減目際→10%J を掲げている。

そして、事業者の責務として、「事業者は地球漏暖化の防止に関

する理 ｦｾ 平を深め、その事業活動に ｼ 刻し、温室効果ガスの排出の ｴｦ ｬｬ ｩｬｬ ｬｊ

等に関する取組を自主的かっfi 't極的に行うものとするJ i事業者は、

地減社会の一員として、 地獄渦J ! 菱化対策を自主的かつ右対盃的に行う

ものとする J i事業者は、府が実施する 地球淵暖化対策に協力する

ものとする」と規定している。

l 京都府庁の屋上緑化

l 事業者排出量削減計画・報告・公表制度

この条例の大きな柱として、事業者排出立削減計画 ・報告 ・公表

制度がある。特定事業者に「事業者排出量削減言|画書J i温室効果

ガス排出量内訳書J i事業者排出hl 削弘品報告書j を作成・提出して、

事業活動における温室効果ガスの排出抑制に自主的かつ計画的に取

り組んで、いただく 。

この特定事業者の対象要件は次のいずれかとし、京都府内で約

300租亙の事業者が対象になる。

・エネルギーの使用量が、原Yll lに換算して1，500キロリットル以上

. トラック 100台以上、パス 100台以上、タクシー100台以上、主お芭

車両150両以上のいずれか

• ii程効果ガスのp ずれかの前年度の排出が、 二酸化炭素に換算し

て3，000 トンw_上

ホームページ( 京剖荷地球澗庭化対策プロジェクト http: / / www

pr ef. kyo to. j  p/ kankyo/ pro  j  ec t/  top.  h  t m) には、 Il jlJ 度の内容や提出1

￬ Ｑ ｴｾ 鴻Ｋ象式データ等を掲載している 。
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l 特定建築物排出量削減計画・報告・公表制度

建築物に係る地球温l慶化対策として、特定建築物排出量首IJ 面掲1画



353  

l昨年度より、奈良女子大学生活蹴境学部人間環境学学M主環境学 *7-

攻 (2006年度改組により、生病15脱 判l住環; 蛸ニ科) における乱喋

椛造学関連の授業を担当しており、いわゆる 「家政系学部の住居系

判刊での遜操教育をどのように位世づけ、どのようなフ。ロ夕、ラム

剖:Jl 供すべきか、教員団で議論する機会を得た。

住JJ;:t.i}6学の教育プログラムを「工学系の日課系学f; f J のものと比

較すれば、確かにカリキュラム柿成や科目バランスに相違はあるが、

何があるから (ある Pl i なし、から) I副操刻、なL、し 「住居系j と

L 、う線引きは明確には見当たらない。むしろ社会的要求としては、

札喋業界で活躍するべき人材に、出築系学科、住居系学科いずれの

出身者であ札阪市|緒」として州議、すなわち必要最小限の技

術i者数育J求果の達成が重要視されていると思われる。住居系学科と

しては、現代社会の動向をとらえて、住居学ないし住環境学の学間

体系が社会に対してなすべき役:'i1J を( 且喋洋に対する独自性の立幼

からも) 卵在にする一方で、、註喋l捌諸教育に責任ある教育プログ

ラムを提供していくと ｌ 寸、 Ｒ つのｾＱｉＡｊ ｭ を抱えているのではなかろ

構

造

の

頁

うか。

辺捜系学科と住居系学科は、それぞれ工学、家政学とL、う巣なる

分野に線ざしながら相互に密機な|刻辿を持つ学問体系であるが、戦

後復興から高度成長の時代にあっては、これらの学問分野は社会に

対してそれぞれに諜された使命のもと、独自の役割を担ってきた。

すなわち、社会施設の基盤整備と住空間のストック形成、さらに些

かな住生活の椛築のプロセスにこれらの分野が果たしてきた貢献と

成栄を見出すことができる。副梨学が文字通り「建てるJ = 作り手

の立場を主体とし、住居学( 住関境学) は「住まう J = 使L、手のよ・

場を主体とする学問体系をなすと考えると、両者は共通の対象を扱

いつつも、異なる立場から出砂Jや住宅に伴う問題に相補的に取り組

んできたといえる。

奈良女子ヅ# は、 1908年に設立さ れた奈良女子高等師植学校がそ

の前身であり、 1941年の学制改革に伴い奈良女子大学が発足した。

生活関境学部住環境学科は、 1952年に設置された理家政学部家政学

科間活保他学専攻に始まり、翌19531: 1三に家政学部が理蔚攻学部iから

ｾＹ｜ 位するに伴 ｌ 、家政学部住居保健学科に、 ＱＹＶＴ 年に家政学部住居学

科に改称、 ＱＹＹＳ 年に家政学部が生活 ｊ ｊ［Ｚｴｾ克

学部に改組され人間環境学手引T二郎境学4

攻となった。 さらに、 2006年立よりt i:J.¥R

g伴科となり、 『生活者の干助長から居住広i

I党を考えるj 明確な教育・ 学問分貯を縦

立し、文思統合された家政学系の伝統を

継If:. した特色ある建築系学科としての教 奈良女子大学記念館

(1909年竣工)

育プログラムの充実に取り組んでいる。 重要文化財旧本館、守衛室

I  J A BE Eの認定制度

教育プログラムが果たして社会的要求を実質的に満足しているか

どうか? すなわち高等教台. 機関における日掛渚教育j の実践と

質の保証のための取り組みが、 It釧; 筒ー」の受け皿 となるべき産業

界の週麟と認識をいかにして得ることができるのか? ここに高等

教育機関で行われている技官| 踏教育の品質が紅会的要求に照らして

満足すべきレベルに達していることと、その教育成果が技VI緒 ど し

30  酬 と 社 会 ・2蜘 11

奈良女子大学における技術者教育プログラム

向井洋一

て活動するために必要な最低限度の知識や能力 ( Mi ni ml l m Re-

qlli rement ) の養成に成功していることを客観的に割引iし、社会に

対して公表するシステムの必要性が挙げられる。

IE体技羽田者教育認定制度J は、大学などの高等教育機|刻で到泡

されている技称暗教育プログラムが 一 定の社会的要オ切叫主をￌＱ ｾＺｪ たし

ているかどうかを日本十対lij 者教育認定機梢 (J ABE E :  J apan  Ac-

credi tation  Board for E ngineer・i ng E ducati on/ 1999"' 1三日月19日

設立) が公平に評価し、弘I求水準を満たしている教育プログラムを

認定する専門認定 ( Profess ional Accreditat ion) 制度である。「建

築学および建築学関連分野j では2006年 5 月現在、 13教育プログ

ラムがJ ABE Eの認定を受けており、今後も J A B E Eによる枝市|l捕時

教育プログラムの認定審査を受脅し、認定を受ける教育プログラム

の数は年々増加していくと見られる。

l 奈良女子大学の教育プログラム

奈良女子大学生活法問学部人間関境学科1主環境学噌攻では、家百女

学者1I住居判ヰ引時{ - I ; ; より 50余年におよ羽虫自の教育を学内外に明l僚

に示すために、 2003年度から住脚j伴専攻内に「住I制伴技術コー

スj を設置し、安全- 安心でイ刻mな生活胤境、自然環境とも共生で

きる住環境を生活者の干E凶から総合的に剣り上げていくことのでき

る人材の養成をめざして人文科学、自然科学、並びに住関境学の各

分野を偏りなく習得させる教育プログラムの劉請をすすめてきた。

この過程で、 J E BE Eの理念が教育プログラム管理ソフトとして有

用であ り、教育水準をt出 f . 抱長させていくための強力な拠り所に

なるとの認識に至り、 2005年にJ A B E Eによる技術者教育プログラ

ムの認定審査を受審し、 2006年にJ A B E Eによる認定を受けた。

J ABE EによるJ支郡清教育プログラムの認定審査においては、 学

習成果 ( Outcome) が重視さオ弘教育プログラムにより技術者教

育の質の保証がなされるか、および保証される水準が認定水準を ｾＺ ｉ ｾ

たすか、が評価される。具体的には、 q洋 習教育目標の設定と公開

② 目般活成のための教育活動の実施倒彦了生の目標達成( 目標を達

成した学生だけが修了生となる) ①教育の縦続的な改善システムの

機能について、認定審査では、教育機関の責任において糊Lとなる

資料に基づく証明を義務付けており、従って例外を認めない認定審

査のシステムが保高|四されている。

今後、大学などの高等教育機l) g 、認証機関、産業界の相互認識と

連機を前提として、こうしたJ郊[ij 者教育のプログラムに対して、「校

制好者J に求められる社会的要求の適切なフィード・パックが作用し、

教育プログラムの紺統的改善が機能していけば、技術措養成の質の

保証が実質化していくととが期待される。技術者の素養が問われる

ような昨今の事件 - 事故を受け、技祢? 者A は「作る側」からも「使う

iJlII J からも厳しL沖敗媒にさらされているが、一方で、このような技

術者数育に実効性を持たせ、 J郊I¥r者の社会的信頼が根拠ある形で再

村t築されていく新たな流れが動き出 している。 ( むかい よういち)

市

本文で紹介した内容は、主として以下のホームページからの号 IJrIに基づ

き柿1戎されている。詳細については、これらのホームページをぜひ参照!l 、

ただきた L、。

- 奈良女子大学生活環境学部住環境学科

http: // www. nal. a-wu.ac.jp/lif e/γesed02/ index.html 

.  J ABEE (日本技術者・教育認定機構) hltp: l/ww、、:.jabee.ol' g/index.html



[ お知らせ] n f o r ma t i o n  

「文化遺産としての村野藤吾作品」展 A R T  BOX  NA GOY  A  2006 

村野蕨吾の作品が次々と重要文化財や登録文化財、 ド

コモモ100選に選定されていることを受けて、京都工

芸繊在大学で開催される「村野蕨吾j 展は、今年はテ

ーマを「文化遺産としての村野稼吾作品j とした。

日時 ＲＰＰＶ 年 ＱＱ 月 ＲＷ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＲ 日 Ｈ 金 Ｉ

10:  ＰＰ ｾ Ｑ ＷＺ＠ 00、日曜日休館、入場無料

場 所 京 都 工 芸 繊 駄 学 美 術 工 芸 資 料 館

京都市左京区松ヶ崎御戸斤海道田T

京都市営地下鉄「松ヶ崎J 駅下車、徒歩10分

出 品 森 五 商 庖 東 京 支 庖/ 宇部市民館/ 大庄村役場

/ 世界平和記念聖堂/ 都ホテル佳水圏/ 早

稲田大学文学部校舎/ 日本生命日比谷ビル

村井修写真展「都市の記憶」

/ 甲南女子大学校舎/ 千代田生命本社ビル

/ 西宮トラピスチヌ修i薗現

・シンポジウム「文イり重産としての村野藤吾作品J

パ ネ ラ 藤 森 照 信 (東京大学教授)、 堀 勇 良 (文化

庁文化財部主任文化財調査官)、 石田潤一郎

(京都工芸繊量大学大学院教授)

司 会 松 隈 洋 (京都工芸繊世大学大学慌助紺受)

日 時 2006年12月 9 日(土) 14:  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

場 所 京 都 工 芸 繊 在 大 学 1号館01 " 講義室

定 員 150名 (入場無料、当日先着順)

問い合わせは京都工芸樹監大学「村野藤吾の讃十研究

会」事務局 (T E L 075- 724- 7659) へ。

竹中工務庖名古屋支底設計部主催の r ART B OX  

NA G OY A  2006J の今年のテーマは「深さ j 。

日時 ＲＰＰＶ 年 ＱＲ 月 Ｕ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ Ｙ 日 Ｈ 土 Ｉ

ＱＰ ・ ＰＰ ｾ ＱＸ :  00 (最終日 16 : 00)  

場 所 名 古 屋A Tビル・地下 1 階一入場無非←

名古屋市中区錦1 - 1 8- 22

テーマ 「深× 深J ( しんしん) ーモノが持つ存在感や

奥行き感 を通して環境について考える。

内 容 ・A R T B OX- 30c m立方にこめる「ものづ

くり j の想い

. MA S S  A R T- 言語十部員全員の集合作品。

フィルムシートによる造形

「空間に生きる一日本のパブリックアートJ 展

戦後復興期に写真家として活動を始めた村井{ 彦氏は、 今日では、作家と市民との綿密な関係を育む参加型の h口p:l /w w w.set agayaar t museum. or .jp  

戦後の痕跡を残す都市風景から近代建築へと続く写真 制作プロセスを取り入れるなど、「パフリ ックアート 観 間 ヰ 寸 宣600円、大高生400円、中小生300円

群に、失われ行くもの、変わらざるもの、失 って惜し による地域のi割引ヒJ に期待か寄せられてし喝。 展 示 「彫刻の森美術館J rファーレ立J IIJ r東京固

まれるものの残余をとどめてきた。 世田谷美術館で開催されるパブリ ックアート展では、 際フォーラムJ r直島家プロジ、エ クト J r養

村井氏の写真に込められたヒューマンなメ ッセ ジを、 丹下健三 「広島平和記念公園j 、コミ処理場を再生し 老天命反事え地J r注文の多い楽農庖j ほか

また、建築を象徴的に捉え表現する「村井修の建築写 たイサム・ノクチ「モ工レ沼公園j 、地滑り対策でもあ 招待券希望者は日本建築協会 (T E L 06- 6949- 6981 ) へ。

真」を、G AL L E RY A'  (エー クワ ッ ド) で展示する。 るダニ ・カラヴァン 「室生山上公園芸術の森J 、 また

東京・渋谷南口

会期 ＲＰＰＶ 年 ＱＱ 月 ＱＷ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＶ 日 Ｈ 火 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱ＠ 8  :  00 (最終日は 17: 00まで)

日曜 ・祝日休館

会 場 G ALLE R Y A'  T E L  03- 6660- 601  1  

東京都江東区幸府知ー1-1

竹中工務庖東京本庖 1 F  

入± 掛ヰ無料

構成村井修氏撮りおろしの写真約150点を展示。

序一 言目意の風景 r1950年代の風景J

村落の4量相 (集落の航空写真と村の習俗)

都市と建築 (近代建築の記録)

結ー建築写真

. 講演会「都市の詑憶J

日 時 2006年11 月22日(水) 18:  ＳＰｾＲＰ＠ :  00 

講 師 村 井 修 (写真家)

聞き手/ 川北 英 (G ALL E R Y A' 館長)

会 場 竹中工務底東京本庖 ・2 階Aホール

各地の参加型のユニークなプロシ‘ ェク卜を紹介する。

戦後のパブリ ックアートの主要なプロジ、エク卜を模型

や図面、写真、映像などで検証し、アートとまちづく

りの! ! : 想的な関係を探ろうとする展覧会である。

会期 ＲＰＰＶ 年Ｂ月 Ｕ 日 Ｈ 日 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＴ 日 Ｈ 日 Ｉ

10:  ＰＰｾＱＸＺ＠ 00 月曜日休館

会 場 世 田 谷 美 術 館 T EL 03- 3415- 6011 

東京都世田谷区砧公園ト2 土 屋 公 雄 { 時の知層〉和泉シティプラザ2∞3 (大阪府和泉市)

「ルシアン・工ルヴ. 工× ル・コルビ‘ ユジ工J 展

ルシアン ・ エルヴ ェ Ｈ ＱＹＱＰｾ Ｉ が撮 っ たマルセイユの 品と日常を工ルヴェが追った写真100点を所蔵してお

ユニテ・ダビタシオンの写真を見たル・コルビュジエ

は「建築家の魂をも った写真家j と賞賛し、以後、建

築作品は工ルヴ.工がその現場から写真に収めている。

エルヴェは、ル・コルヒ、ュジエの建築をモチーフにし、

人聞を建築とともに画面に収め、その空間全体のぬく

もりまでも伝える工ルヴェ独自の世界をつくりあげた。

ギャルリー・タイセイは、ル ・コルビ‘ ュジ工の建築作

つ

園

ルシアン・エルヴ工

1910年ブダベスト生まれ

本名ラズロ・エルカン

1937年フ ランス 図 絡 を

取 得

1941年 ル シア ン ・エル

ヴェと名乗る

マルセイユのユニテ

ー建設現場にて逆

光の中の労働者と

構造ー

1949年

写真ルシアン 田工ルヴヱ

り、今回は約50点のモノクロ写真を展観。入場無料。

会期 ・ ＲＰＰＶ 年 ＱＰ 月 ＲＳ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ ＱＲ 月 Ｑ 日 Ｈ 金 Ｉ

• ＲＰＰＶ 年 ＱＲ 月 ＱＱ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾＲＰＰＷ 年 Ｑ 月 ＲＶ 日 Ｈ 金 Ｉ

10  :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 

土日祝日 、 ＱＲ Ｏ Ｔ ｾ Ｘ 、 Ｑ Ｒ Ｏ ＲＸｾＱ Ｏ Ｔ は休館

会 場 ギ ャルリー・タイセイ T E L  03- 5381- 5510  

東京都新宿区西新宿ト25- 1

新宿センタービル17階

展 示 ・前期 2006年12月 1 日まで

マルセイユのユニテでのル・コルビュジエ 2

点ノ マルセイユのユニ テ " 点/ ナン 卜のユニ

テ7点/ ラ・ロ ッシュ+ シ.ヤンヌレ邸 2点ノ

サヴォア邸 1点ノ ジ.ャ ウル邸 2点

・後期 ＲＰＰＶ 年 ＱＲ 月 ＱＱ 日 ｾＲＰＰＷ 年 Ｑ 月 ＲＶ 日

口ンシ ャンの礼拝堂10点ノ ラ ・トゥーレ ッ ト

の{ 麟蓋院 5点/ 救世軍難民院 1点ノ 国立西洋

美術館 1点/ セン トロソユー ス 1点ノ ブラジ

ル学生会館 1点ノ ア トリエでの 日常 5 点、

建築と社会 ・2∞6.11 31  



i nf ormat i on- 一一一

江戸中期の京都。華麗

で端正な“ 写生函" で

画壇に革命を起こした

円 山応挙 Ｈ Ｑ ＷＳＳｾＹＵＩ

と、奇抜さと大胆さで

{ 聞主あふれる作品を生

み 出 し た 長 沢 芦 雪

Ｈ ＱＷＵＴ ｾＹＹＩ は、衝突

を重ねながらお互いの

才能に魅かれ続けた師

弟である。奈良県立美

術館は、この二人の師 円山応挙「雲龍図J (部分)

重要文化財

弟画家に焦点を当て、

前期、後期各401席、ず.つ計約80点の名作を展覧する。

なお、 35年ぶりに公開される芦雪の「百鳥図」扉風

など貴重な作品の数々は、巡回展ではないため、奈良

県立美術館でしか見ることはできない。

会期 ＲＰＰＶ 年 ＱＰ 月 Ｗ 日Ｈ土 Ｉｾ ＱＲ 月 Ｓ 日 Ｈ 日 Ｉ

(前期/ 11 月 5 日まで、後期/ 11月 7 日から)

9  :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 (金、土は 9 :  ＰＰｾＲＱ＠ :  00)  

月曜日休館

会 場 奈 良 県立美術館 T EL 0742- 23- 3968 

奈良市登大路町10-6

i由来奈良! R( j ) 出口から徒歩 5分

入 場 料 → 引 000円、高大生700円、小中生400円

展 示 ・円 山 応 挙 重 文 「雲龍図J 重文「牡丹孔

雀図J r紅梅鶴図J r雪中山水図J r狗子図J

・長沢芦雪一「呉美人図J r 牛図J r 幽霊図J r 鶴

亀図J r月夜山水図J 童文[ 虎図j

招待券希望者は日本建築協会 (TEL 06-6946-6981)へ。

:… 「大大阪の文化とモダン建築のツボJ

国交省近畿地方整備局は、公共建築が今まで果たして 申込み住所・氏名・年齢・職業・TEL' FAX を明記し、

きた役割と今後のあり方について講演会を開催する。 FAX、郵送、ま たはメールで、「大阪のまちづ

日 時 2006年11 月27日 (月) 13:  ＳＰｾ＠ 17  :  00 くりと公共建築を考える」開催事務局( 干

場 所 綿 業 会 館 ・ 7階大会場 (定員100名) 540-0028 大阪市中央区常磐町1- 2-17(柑公共

講演「大大阪の文化とモダン建築のツボ公共建 建築協会近畿地区事務局内、 e-mai l : makino 

築の可能性大大阪の遺産を活かす 」橋爪 @pba-west. jp、FAX06-6943- 7576) へ。

紳也 (大阪市立大学都市研究プラザ教援) 申込みは、近綾地方受備局のHP (http: // www.kkr. 

見学重要文化財の綿業会館 (大阪市中央区) mli t.go.jp/kantoku/i ndex.html) からも可。

始皇帝と彩色兵馬偏展~司馬遷 『史記j の 世 界 ~

10:  ＰＰ ｾ Ｑ ＸＺ＠ 00 月曜日休館

会 場 京 都 文 化1専物館 4 階・ 3 階展示室

京都市中京区三条高倉 TEL 075- 222- 0888 

入I掛 ヰ → 宣1300円、高大生800円、小中生500円

出 品 ｇ 溶秋 ・ 戦国日新モ一一金 Ｎｾｪｬｪｩ 蛾 ｉ ｊ Ｈ 日本初 〉

但湊の始皇帝時代一一脆射備 〈世界初) / 始

皇帝陵/ 青銅鶴/ 青銅白鳥/ 器用雁

>>，莫の高祖 ・呂后日寺代一一呂后「皇后之劃

@ 莫の文帝 ・恵帝時代一一彩絵銅雁魚燈/

動物偽 (鶏、 羊、豚、犬)

⑤漢の武帝時代一一婆金銀竹節銅薫焔/ 金

制 福 秦( 前 3世紀) 印、及 び 後 漢 酬 の 壁 画 「 時 間 〈 世 間 〉

秦始皇兵馬偏博物館蔵 招待券希望者は日本建築協会 (TEL 06- 6946- 6981)へ。

『史 記』 を切り 口 に、

中国考古の本質に迫る

展覧会が聞かれてい

る。割火 ・戦国時代か

ら漢武帝までの約700

年間に焦点を当て 『史

記l と考古学の接点と

なる作品群を厳選し、

日本から 9点、中国か

ら196点、を展示。

会 期 2006年 10月

ＱＹ 日 Ｈ 木 Ｉ ｾ

12月3日(日)

「大阪人が築いた美の殿堂一館蔵・寄託の名品かうー」
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展示]

ポンベイの輝き古代ローマ都市最後の日

西暦79年 8 月24日午後 1時ごろ、 ヴェスヴィオ山噴 遺跡が本格的に紹介されるのは、 日本では初めてであ

火で麓のポンペイ、エルコラーノ 、オプロンテ ィス、 る。

テルツィーニョ 、モレージネは地中に埋もれてしま っ 会期 ＲＰＰＶ 年 ＱＱ 月 ＱＸ 日 Ｈ 土 Ｉｾ Ｒ ∞ Ｗ 年 Ｑ 月 ＲＱ 日 Ｈ 日 Ｉ

た。住人は黄金の宝飾品を身につけ銀の食器を手に遊 ＱＰ ・ ＳＰｾ Ｑ Ｙ ・ ＳＰ 月曜日休館 ( ただし 12/

難したが、遺跡発掘の際 1000人を超える亡骸が発 25、1/1、1/8は開館、12/31は休館)

見されている。 会 場 サ ン トリーミ ュージアム[ 天保山]

サン トリ ーミュー 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . 大阪市港区海岸通1-5- 10

ジアム [ 天保山1 r: ' _・・・・・ 地下鉄中央線「大阪港J 駅下車、徒歩約 5 分

では、ポンペイ最 羽田・・・・・・・ 入 場 料 大 人1200円、高大生900円、小中生500円

後 の19時 間 を 追 ・・・u・・・・ 出 品 ・工ルコラーノの遺跡からーアマゾンの頭

体験できるような ・・・・. . . 司 部、へビ形の指輪、球面襖形の耳飾り

展 覧 会 を 開 催 す ・・・E 圃 盛 田・・・・・ ・オ プロンティスからー 金とエメラルドの

る。 出展品約400 ・・・・・ 邑 . . . _ . 首飾り、金庫、 鉱 葉飾りが「付いた首飾り

点、のほとんどは日 ・・・・r__ ・・・・ ・ポンペ イから ー アポロ{ 象コルコネイオ

本初公開0 ・・・・四・・・・・・・・・・・ ンのモザイク画、キヅタの葉の首飾り

近年発掘調査か進

むモレージネ遺跡

やテルツィ ーニ ョ

アポロ像 1 世紀ポンベイ出土

ナポリ国立考古学博物館蔵
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- モレー ジネーモレー ジネ建造物A壁面、竪

琴弾きのアポロ

招待券希望者は日本建築協会 (TEL 06-6946-6981 )へ。

べいゐつ ろ〈どうえ しょうじゅう

「草書四帖J (米常) 、国宝「六道絵J (聖衆来迎寺所蔵)

や重要文化財「不動明王二重引剥 (法楽寺所蔵) 、中

国 ・轍草半島の工芸品、日本の漆工芸や印箆など。

会期 ＲＰＰＶ 年 ＱＱ 月 Ｓ 日 Ｈ 金 ・ 祝 Ｉ ｾ ＱＲ 月 ＲＴ 日 Ｈ 日 Ｉ

9  :  ＳＰｾＱＷ＠ :  00 月曜日休館

会 場 大 阪 市 立 美 術 館 (天王寺公圏内)

大阪市天王寺区茶臼山町ト82

観 覧 料 → 宣800円、高大生500円、中学出以下鮒ヰ

招待券希望者は日本建築協会 (TEL 06-6946-6981 )へ。

戦後関西の風景画展

1956年、吉原治郎は美術手帖に 「具体美術宣言J を

発表し、前衛美術は全盛を迎える。一方、明治30年

代に「風 景 画 ｊ という言葉力昔 、 生まれるが、 ＱＹＵＰｾ

1960年代には前衛美術の影に隠れて、一定の地位を

築いて「風景画」を描いてきた画家たちの作品は検討

されることもなかった。

西宮市大谷記念美術館で

は、この時代の関西の画

家を取り上げ、「風景画j

を新しい視点で捉えて

「近代j から現在に何 が

伝わり 、何か取り残され

たかを再発見しようとす

j、松益喜「北野小径J 1  

兵庫県立美術館蔵る。

会期 ＲＰＰＶ 年 Ｑ Ｐ 月 ＲＸ 日 Ｈ 土 Ｉｾ ＱＲ 月 Ｓ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 水曜日休館

会 場 西 宮市大谷記念美術館

兵庫県西宮市中浜町4-38

阪 神 電 車 「 劃 個j 駅下車、南 西 吋 捗 6分

入 館 料 → 宝800円、高大生600円、小中生300円

展 示 黒 田 重 太 郎、小松益喜、須田国太郎、鍋井克

之、榎倉省吾、金山平三、杉本健吉ら 35作家

90点の作品

招待券希望者は日本建築協会 (TEL 06-6946-6981 )へ。



i nf or mat i on 

「敦煙経と中国仏教美術」展 パウハウスをめぐってセミナー S S Dプロジ. エクト展示会

三井記念美柿f館所蔵「敦埠組 112点、の中力、ら 34点、と、 ドイツのハウハウス大学からベルント ・ルドルフ氏を 林家、製材業 ・輸送業・建材卸業がS SDプロジェク

中国の金S剛ム密教法具、幡、仏画、写経などを集め 迎え、セミ ナー を開催。バウハウスの建築、デザイン、 卜 (新くんえん乾燥国産キ治世進協議会) を立ち上げ、

て、 中国古典美術の遺宝展が聞かれる。 造形! ! ; 念などをめぐって話が展開される。 経産省中小企業庁の「新連携制度」認定を受けた。

三井記念美術闘の「敦短経l は、写経の中でも最も優 ゲストは建築家・狩野忠正氏。参加費は無料 (事前登 この異分野連t望新事業は、新連携認定補助金のもと、

れた唐時代の「長安宮廷写組や則天武后時代の端正 録制) 。 新くんえん乾燥法 (S MORKE D S UPER DRY)の理

な姿字とされる「大般浬鍵経j などを含んでいる。 日 時 2006年12月 8 日(金) 15 :  00- 16 :  30 解と、あり余る国産の杉 ・桧材の建築構造材としての

-'"与

:z:< 

10 :  00- 17 :  00 月曜日休館

会 場 三 井 記 念 美 術 館 (三井本館 7 階)

東京都中央区日本橋室町2- 1-1

入 館 料 → 生1000円、高大生700円、小中生無料

展 示 ・中国の金S剛ム121点重文「銅造如来坐像J

・中国の仏具 2 点、 重文 「銅造五鈷四大明

王鈴j ほか

・敦僅写経34点一 「妙法蓮華経巻第七J r維

摩詰経巻下J r大般淫築経巻第三十七」ほか

・幡、仏具 5点. - f絹本菩商象幡j ほか

招待券希望者は 日本建築協会 (TEL 06-6946-6981)へ。

会場大阪国際交流センター「さくら東j 会議室

大阪市天王寺区上本町8- 2- 6

TEL 06- 6772- 5931  

定 員 150名 (先着III 買)

申込み所要事項を記入してF AXで下記へ。

マップ嚇製品本部マツ六コンペティション事

務局 (F AX 06- 6774- 2248)  

.べJ レン ト・J レドルフ一一1956年デ γ サウ生まれ。1977- 1982年

ワイマーJ レ建築土木大学で建築を学ぷ。1993年からパウハウス大学

でデサ'イン学教授。2005年同大学建築学部学部長。

京都伝統文化の見学会

NP O法人企業ミュージアムの協会 (理事長・亀田訓

生) は rJ11島織物文化館J rキンシ正宗堀野記念館」

の見学会を企画し、参加者を募っている。定員20名。

問い合わせ ・申し込みは、企業ミュージアムの協会事

務局 (T EL' F AX  06- 6872- 0969) へ。

日 時 2006年11 月14日(火) 9  :  45- 15 :  40 

参加費 →生参加2000円 (昼食・交通費は個人負担)

F. しライト来日 100周年記念コンペ審査結果

米国フランク・ 口イ ド・ライト財団 (アリソナ州スコ ＲＱ ｾ 怖〉 平松義久社長の Ｓ

ッツデール) の共{ 産で、日本ユーソニアン21件紛がライ

ト来日 100周年を記念して主催した「住宅デザイ ンコ

ンペティション2005J のコンペのテーマは「巨匠フラ

ンク・ ロイド・ ライトが21世紀の日本の住宅を設計す

るとしたら J。

今年 5 月に応募を締め切り 、寄せられた作品は252点

だった。審査は、 7 月26日にスコ ッツデールの米国フ

ランク・ 口イ ド・ラ イ ト財E団でジョン ・ラッタンJ ' Iリー

(元タリアセンアーキテクツ主席建築家)、 ブルース ・

審査員により行われた。

最優秀賞は、神 戸 耐 性

のフリ ーの設詐者 ・森

拓路さん。優秀賞は、宇

都 宮 大 学 学 生 Shayda

Alsharif さん。 このふた

りは、10月13日にタリ

タリアセンウエストでの審査

アセンウ エス 卜で行われ

風景

た表彰式に招待された。

ブル ックス・ファイファー ( フランク ・口イド・ ライト 選ばれた作品 7 点の詳細及び審査公表は、h口p:/I

アーカイブステーィ レクター)、 そして 日本ユーソニアン www. organi chouse.jp. こ掲載中。

大阪府公共建築設計コンクール公募

大阪府内に所在する工業高校・短期大学 ・高専・専修

学校 ・各種学校及ひ高等職業技j; j i 専門校の建築関連学

科に在籍する学生・生徒を対象に、大阪府ではアイデ

アを公募している。

第16回コンクールのテーマは「水の都交流の場J。

河111景観を利用したユニークな空間の提案を募集して

いる。提出方法、設計条件、計画敷地等々の応募要領

は大阪府公共建築室計画諜 (TEL 06-6941-0351、

http:// www. pref . osaka. j p/koken/ke i  kakul  

asunaro/) へ問い合わせられたい。

登録申込 ハ ガ キ は 12月15日(消印有効)、 HP、 メー

ルは12月13日17: 00まで、 大阪府公共建

築室計画諜へ応募差録をする。

作品受付 ＲＰＰＷ 年 Ｑ 月 Ｙ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ 1月12日(金)

送付先は大蜘守公共建築室計画乱

審査員 小 島 孜 (近畿大学制受) ほか 6 委員

入選作品最優秀作品賞 1点、優秀作品 3 点、f圭作 3

点、奨励賞 2点

啓蒙普及を目的に発表展示会を開催することとなった。

会 期 2006年11 月 8 日(水)- 12日( 日)

10:  00- 17:  00 (最終日は14: 00まで)

会場千里万博公園の鉄革路宣

入 場 無 料 (万博自然文化園入場券進呈)

展示新くんえん乾燥国産材を構造材として使った

2棟の実寸モデル展示、問題とな っている

高温乾燥材と S SDの比較、プレカ ッ ト校術、

国産構造材の情報等々。

S SDプロジ、エ クトは、。緋エ中、(榔 閥 、 九 州 横 井 林

業 鰍 (柑晴、日向製材株八興圏制撤乃 6 社で構成

されている。http://www. kun- en.com/

なにわ建築フェスタ2006

(社汰阪建築土事務戸肝易会の「児童画展J は回を重ねて

23回目を迎える。今年のテーマは I地球にやさしい

おうち』で、「なにわ建築フェスタ 2006J 開催期間中に、

表彰式及び展示か.行われる。

日 時 2006年11 月18日(土)- 11 月26日( 日)

10:00- 18: 00(初日は14: 00- 、最終- 17: 00)

会 場 大 阪 キ タ ・曾根崎地下歩道イベントゾーン

(大阪駅前第 2 ・第 3 ビル地下直結)

・事務所協会会員作品展示R景境保全に配慮 した作品j

・ 住まい無非ｾ相談会 11 月18日(土) 14:  00- 18 :  00 

・児童画展 『地球にやさしいおうちj

一展示/ 11月18日(土) - 11 月26日( 日)

ー表彰式/ 11 月18日(土) 14 :  00から

スタンプラリー in OS A K A  

11 月の公共建築月間の行事として、大阪府 ・大阪市 ・

堺市・国交省近畿地方整備局の共催で、「公共建築ス

タンプラリ in OSAKAJ か実施される。

期 間 2006年10月20日(金)- 11 月30日(木)

対 象 大 阪 府 内 の26公共建築物

大阪府立国際児童文学館、水道記念館、住ま

いのミュージアム、大阪市下水道記念館、大

阪国際会議場、大阪府立中之島図書館ほか。

スタンプラリーマ ップは、スタンプラリー参加施設や

大阪市(区) 役所、I界市(区) 役所で配布。 またhttp://

www.pref .osaka.jp/koken/  stampからダウンロー

トもできる。マップにあるスタンプラリ ー応募用紙に

2施設以上 スタンプを押すと、12月 2 日消印有効で

記念品 プレゼン卜への応募可能 (応募先干540- 8570

大阪府住宅まちづくり部公共建築室計画課) 。
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理事会

第 4 回常任理事会

9 月27日 (水) 16:  ＰＰｾＱＶ＠ :  50 

出席者佐野会長ほか 6名

議 事 ( 1 ) 平成18年度収支予算執行状況について

( 2  ) 後援・協賛名義の使用について

( 3  ) 第53回青年技術者表彰式について

( 4  ) アイデアコンペ 「中之島の将来を考えるJ

について

( 5  ) その他報告事項

第 2回常任理事意見交換会

9 月 8 日( 金) 18:  ＰＰ ｾ ＲＱ＠ :  10  

出席者佐野会長ほか 7 名

議事今後の協会のあり方について- 2ー

編集委員会

第 6 回編集委員会

9 月13日 (水) 18 :  ＰＰｾＲ Ｑ＠ :  00 

出席者設楽委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 10月号「セ キュ リティ ーあなたの建物は大

丈夫ですかっ - J 特集経過報告

( 2 )  11 月号「 もしも ~構造が来来へつなぐ夢

ｾｊ 特集経過報告

( 3 )  11 月号「伊丹産類附 奇玉精米工場J 小特集

( 4 )  12月号「私の空間作法J 特集報告

( 5 )  1 月号「京都支部設立60周年記念号」企画

( 6 )  2 月号「これからの学校建築J 特集の企画

( 7) 作品作風の報告

( 8  ) 広告企画の報告

( 9  ) 収支状況報告

(10) 日本建築協会の今後の活動の具体化へ

(11) 日本建築協会90周年記念事業

第 7 回構造分科会

9 月 1 日 (火) 18:  ＰＰｾＱＹ＠ :  45 

出席者中塚幹事ほか 1 名

議 事 ( 1) 11 月号「もしもー~構造が未来へ

つなぐ夢 ｾｊ 特集経過報告

( 2)  r徳造の頁」の企画

( 3  ) 分科会運営の活発化

第11 団施工材料分科会

9 月5 日 (火) 17:  ＰＰｾ Ｑ Ｘ＠ :  00 

出席者吉田委員ほか 2 名

議 事 ( 1) 10月号特集の校正確認

( 2  ) 今後の予定

第 6 回法令分科会

9 月6 日 (水) 14 :  ＰＰｾＱＵ＠ :  30 

出席者赤井幹事ほか 3 名

議 事 ( 1)  r法令コ ーナー j の企画

( 2  ) 情報交換

( 3  ) 分科会開催日の変更

第 6 回作品作風小委員会

9 月28日 (木) 19 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

出席者井上副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

34 建築と社会 ・2∞6.11

月間の動 き

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  r  g alleryJ 掲載報告 ・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

第 6 回広告企画小委員会

9 月13日 (水) 17:  ｏｏｾ＠ 18 :  00 

出席者設楽委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 10月号「セキュリティーあなたの建物は大

丈夫ですかワ ーj 特集経過報告

( 2 )  11 月号「もしも~構造が未来へつなぐ夢

ｾ ｊ 特集経過報告

( 3 )  11 月号「伊丹産類柑奇玉精米工場J 小特集

( 4 )  12月号「私の空間作法」特集報告

( 5 )  1 月号「京都支部設立60周年記念号j 企画

( 6 )  2 月号「これからの学校建築J 特集の企画

( 7) 作品作風の報告

( 8  ) 広告企画の報告

( 9  ) 広告企画小委員会副委員長の協議

(10) 広告企画頁の検討

( 11 ) 収支状況報告

出版委員会

第 5 回出版委員会

9 月21 日 (木) 18:  ＰＰｾＱＹ＠ :  00 

出席者上原委員長ほか 7 名

場 所 エ ス パ イ ・ 工 J レ側 2階会議室

議 事 ( 1 ) < プロのノウハウ > と特装本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマ報告

( 3  ) 出版記念講演会の結果報告

( 4  ) 新しい執筆テーマの申し入れ

講演会

第30回 〈プロのノウハウ〉講座

I現場で学ぷ住まいの雨仕舞いJ

9 月20日 (水) 18 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

【平成18年 9 月分]

場 所 大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 6 号館 ・1 階セミナー

ルーム

講 師 玉 水 新 吾/ 同書執筆者

参加者 29名

事業委員会

第 4 回情報見学小委員会

9 月14日 (木) Ｑ Ｘ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｙ :  00 

出席者瀬戸川委員長ほか 8名

議 事 ( 1) 7 / 19巽氏講演会結果報告

( 2  ) ヲロス合ワ一大阪ベイ見学会結果報告

( 3  ) 委員会体制について

( 4  ) 見学会 ・講演会の協議

第 7 回日本建築協会賞

第 2 回日本建築協会賞選考委員会

9 月22日 (金) 15 :  ＰＰｾＱＶ＠ :  30 

出席者金多委員長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 募集作品について

( 2  ) 審査結果

( 3  ) 今後の予定

第53回青年技術者

第53回青年技術者表彰式

9 月27日 (水) 17:  ＰＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  30 

出 席 者 受 賞 者 16名のうち 13名

選考委員設楽委員長ほか 3名

協会役員佐野会長ほか 5 名

推薦者・青年技術者OBほか15名

場 所 OM Mビル2 階 2 ・3 号会議室

. 表彰式

表彰式と側 日建設計設計室長・江副敏史氏による諮演

- 懇親会

青年技術者OBによるスピーチなど

義援 Z F 者

- 印 刷 旗 鎌 ポスターカタログ. パンフレット. ・摘。年11.社J l e.

組I o 文字. ・. データ処理

・メディア. 鍵 S Pフランヱンクコンザルテインタ 1T' . . fI) :ユーシヨン

we b及びメディアコンテンツ企画制作.

の二こえｾ
¥; / -〆f ¥マー

• 
， 、 株式会社NPGー ポ レ 一 山

本 社 干530"叩43 大阪市北区天満 1-9-19

lel:( 白 ) 6351-7271 (代) fax:  (06)  6352-7479 

第 三 ピ ル 干5泊∞43 大阪市北区天満 1・11 ・B

lel:( 飴) 6351-0128 (代) fax:  (06)  6351-0208 

W e  h a v e  h o pe  

{旧社名ナエワ印刷側 、日本データネ ット切}



空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 本 庖 東 京 都 港 区 浜 松 岡TJ - 25- 7 ;fi: lil;03( 3432) 571 1  

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 白al - 58- 59 電話06 ( 6302)  2270  

支 1;5 北海道/ 東北/ 北関東/ 機浜/ 名古屋/ 中国/M H

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲJ 株武会社

本底大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸掛1丁目9番25号 電話 (06)6441. 8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)3261・8231

支 社 名古昆 ・福岡

主 唐 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高総 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛 岡 前 橋 ・長 野 静 岡 ・豊田 ・津 ・宮山 ・

筒井 ・徳山 ・松山 高知 ・北 九 州 鹿 児 島 ・那 謝

出 張 所 旭川 ・福島 ・川 崎 松 江 ・徳 島 下 関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354- 0044 鳩玉県入山川三芳町大卒北永井390番地 電話 ( 0492)58-1511

Di gi tal  Pri -Press 

凪m 匝蹴凪E ωA面々

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目10番11号

Phone. 06司 6351・5 4 2 8 F凱 0 6- 6351- 5299

U
山

v
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クオリティ& コストパフォーマンス

2刀 法 テ ム ｾｾロ ｀｛ｕＩＨｕＩ
メタルシステム天井

内外装創作パネル・システム天井 ー間仕切
本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒 ＵＳｾ 心 ＰＴＷ

TEL( 06)6312-4131 FAX(06)6312-799B 

東 京 九 州 南 九 州 名 古 屋 上 海
阿古社オクジュー

C H OY O 

入がいる多彩なフィ- ) ，レドで、

新しし、限界に挑戦していますa

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝日ビル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1 3 6 1  (代:) F A X  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

地球環境を守り、100年建築に貢献する

民I A C L圃 のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

http: // nacl j p E- mai l :sc@nac l. coj p 

本部営業部 干 Ｕ ＶＰ Ｍ ＰＰＳＶ 大 阪府 豊 中市蛍池西町 Ｒ 丁目 Ｗ 番 ＲＶ 号 ｎａｃｌｴ Ｇ ｊｾＲ 階

T EL  ( 06) 6843-1 2 35( 代) FA X  ( 06)6853- 1632 

東京事務所 干 ＱＱＱ ＭＰ ＰＵＱ 東京 都台 東 区歳前 Ｒ 丁目 Ｗ Ｍ Ｒ 東 京 ｎａ ｃ ｌｴ Ｇ ｊｾ

T E L  ( 03) 3862- 0978(代) FA X  ( 03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-安ニ. "nCSA ( 膨張性 j昆和材) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無 収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充嘆モルタルに

・安二 ｊｮ 干ョー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ耕一 ＿ ＿ ｔ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・噴きニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地 盤 補 強 用 薬 注 入

・安ニJ nI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄ネ土

T E L 大阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本社 ・京 都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

東 郷 化 成 株 式 会 社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史J

A4判・240頁・並製本

1999年7 月に発刊した I日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強L¥こ要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正 6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ・関 ー との交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィー) [.， (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 寅・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵 蔵・園部文雄・日 高 併・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬ー・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

・座談会 「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貴・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団法人 日 本 建 築 協 会 . 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1- 7- 31

大阪マ チャンダイズ・マ一 卜ピル7階B室

TEL 06-6946-6981  FAX 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円 (税 ・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協 以後、 創立周年記念事業として、その *  

会( 当時 関 西 建築協会) は、すでに 時代の動きをとらえて単行本を出版 し 購入希望者は、 (初日本建築協会事務局

昭和初期には大阪近辺で住 宅陪覧会や ている。 (TEL 06- 6946- 6981、FAX06-

E操講演会を聞く一方、当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、 そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった乱喚の情報を図舎の出版と

いう形で会員にJ尉共してL 、た。

*  

日本建築協会創立70周年記念 出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4 判 企画・発行 . 日 本建築協会 本体価格 1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作晶集 即年

A  4 判 企 画 ・発行 : 日本建築協会 本体側絡2，000円

昭和生まれ 関 西 の 建 築 家50 附 年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 : 日 本 建築 協会 本体側絡 1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6判 5分冊 企画 日本建築協会 建 築 ク ラ ブ 頒布価格2，500円(税・ 送料込み)

民 間 ( 旧四会) 迎合協定

工事請負契約約款

工事請負契約告 仲裁合意書 - 契約告使用上の留意事項

l 部 ￥230 (税込み) 送 料 実賀

日本建築協会事務局 (06- 6946- 6981) で頒布

年に、図i!i の出版が企画さ才1、現在も

継続して発行・販売されている出j際協

は、以下のとおり 。

日本建築協会創立60周 年記念事業

建 築 技 ' ー 、 己 室 企 画 日 本 建築協会

仰[J 去 自 発 行 学 芸 出 版 社

A  5判・ 130頁 - 160頁 本体価格￥ 1，200- ￥1，400

各 IIIf ￥100割引頒布中 〈日本建築協会 事 務 局 ( 06- 6946- 6981) にて〉

回マイコンによる構造設計のすすめ 固建築積算業務

( 改訂版) 魚木晴夫 生島道道

固住宅設計とインテりア 図建築金物の知識

福岡喜久雄 立野一郎

図鉄骨構造の話

金多潔・甲津功夫西沢英和

日本建築協会創立ω周年記念事業「建築技術選番」姉妹叙-四六判 2色刷イラスト入

くプロのノウハウ〉シリーズ

企画: 日本建築 協会 発 行 学 芸出版社 本体価格 ￥1，600- ￥2，500

掘体工事監理のチ工ツクポイン卜100 建築関連法規を読みこなすコツ

須賀好富 高木任之

空調設備のトラブル50 徹底解説〈大改正〉建築基準法

建築設備トラブル研究会 高木任之

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事 ・本音の現場学 新版建知却の消防法を読みζ 芯すコツ

荒川治徳

建築基準法の難解条文を読みこなすコツ

高木任之

建築と音のトラブル

中川清ほか

木造住宅監理の話
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鉄骨工事の現場学

石田満葡

仕上工事監理のチェ ックポイン卜

日建設計監理業務研究会

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏i尊

コンクリー卜工事のチェックポイント100

〈新版〉 加賀秀治

インテリアコーディネー卜のl叩ポイント

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 村 元 俊 子 著

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築トラブルにみる常識非常識

荒川治徳

高木任之

新版コンクリー卜I事のチ工ツクポイン卜100

加賀秀治

建築基準法制蛾規定を読みこ証すコツ

高木任之

新版都市計画法を読みこ芯すコツ

高木任之

新版建築基準法を読みこ芯すゴツ

高木任之

建築工事の祭式

「建築工事の祭式」編集委員会

飛躍する構造デサイン

渡辺邦夫

改司版都市計画; 去を読みこなすコツ

高木任之

改司版建築基準法を読みこ起すコツ

高木任之

改司版建築物の消防法を読みと悶コツ

高木任之

ブ口が教えるキッチン設計のコツ

井上まるみ

日本建築協会創立70周年記念事業・ B5判

官己霊童仕圭コ士 ｾｭ
J f i 田守寸苔ξ 川'X

企画・日本建築協会 発行・学芸出版 社 本体価絡 ￥2，800- ￥3，800

水|こまつわるトラブルの事例解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇> r建築漏水」編集委員会 須賀好富

水lこまつわるトラブルの事例・解滅 入門- 建築積算

〈設備篇> r設備漏水」編集委員会 生島道春

建物の汚れ トラブル事例と解決策 建物の結露一卜ラブJL事例と解決策

「建物の汚れJ 編集委員会 f建物の結露J 編集委員会



制

精

什

洋

ゆ

El ，@lt; i :t 

N

c

o

m

-

-

4

 

一

級

一・

一

一

最

rυ

一

一

同

サ

一

一

一

玉

-

一

F

L

 

<

o

一∞刈

Z

0
・
」

O

」

白

、

N

川

o

M

川

市

相

」

』

】

田

-

四

期

布

四

国

台

M

K

伊

検

u

h

石

田

鴇

ω
龍

畿

甫

怠

置

司

一M

M

Z

0

2

N

∞

-
∞M

ド皿

時間耐火

間仕切壁

ファイヤ

- 遮炎性能+ 遮熱性能を持つ、透明な 1 時間耐火間仕切壁 0

・大空間にも有効な、ガラス 1 枚あたりにおける圏内最大級

サイズ※( H3，100( 2段H4，215) X  Wl  ，940mm) での認定を取得。
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三和シャッター工業株式会社

関西ビル建材支庖干532- 0003 大阪市淀川区宮原4- 4- 50真和ビル8 F

TeI. 06- 6396- 6815 

三和タジマ株式会社

大阪支庖干550- 0004 大阪市西区靭本町1- 11- 7信濃町三井ビル12F

TeI. 06- 6449- 6161 
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